
 

 資料１  

構成員提出資料 

 

・石井構成員・・・・・・・・・・・Ｐ１ 

・古賀構成員・・・・・・・・・・・Ｐ７ 

・坂﨑構成員・・・・・・・・・・・Ｐ20 

・坂本構成員・・・・・・・・・・・Ｐ33 

・遠山構成員・・・・・・・・・・・Ｐ35 

・開構成員・・・・・・・・・・・・Ｐ40 

・星構成員・・・・・・・・・・・・Ｐ43 

・堀構成員・・・・・・・・・・・・Ｐ45 

・森田構成員・・・・・・・・・・・Ｐ50 



 

 

 

 

 

石井構成員提出資料 

1



保育所を中心として、地域の子育て支援の連携・協働・コーディネート
等を行う機能

○花さき保育園（東村山市）

地域子育て支援専門の保育士を配置

地域の子育て支援を行い、行政や保健など
と連携するほか、地域の子育てNPO法人に
委託し、地域の子育て家庭を面で支えようと
している。

○風の谷こども園（市川市）／風の丘（松戸市）

・かつて支援を受けていた世代が子どもを預か
る取組み、妊婦支援、父親も参加する母親学
級、ファミリーサポートセンターの養成講座など、
行政・保健などと連携して、妊娠から子育て期
までの継続的な支援を行う。

・市川市；地域子育て支援センター事業

・松戸市；地域子育て支援拠点事業

今後の保育所の地域子育て支援として、様々な機関・支援団体等との連携や地域に積極的に出
向く「アウトリーチ」の取組みが求められる。特に人口減少地域では、機能別に支援をするよりも、
様々な機関が連携することにより、問題の把握や予防的支援が可能となる。それらの連携を「コー
ディネート」する役割も地域によっては必要となる。

主な事例主な事例

課題課題
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地域の子育て機関やNPO等の活動の拠点としての機能
子育てNPO等や個人の活動の支援に関する機能

○NPO法人ゆったりーの（新宿区）
公立保育園の跡地を活用した、地域の子育
て団体への支援（会議・活動の場所の使用、
連携した活動等）

○保育園等による地域子育て支援センターの
連絡会（市川市）

地域子育て支援センター11カ所の情報交換
を定期的に実施

主な事例主な事例

課題課題

・子育て支援や一時保育等を行う団体やNPOが増えている。子育てひろば全国連絡協議会や社
会福祉協議会、他協会等に加盟・登録し、その多くが研修や情報共有を行っている。

・助成金を受けて活動をしても個別の団体等は連携先がないケースも多い。また、団体間のつな
がりも少ない。
・実際に1人でも預かれば「認可外保育施設」の登録が必要だが、その情報もなく、行政も把握でき
ていないことから、重大事故に至ったケースもある。そのため、保育や子育て支援における情報共
有や技術的補完が必要。

3



障害児・外国籍児童等、様々な家庭への支援の拠点・多世代多文化
多様性を包括する機能

○2019年度の保育所・こども園対象の調査より（全国保育士養成協議会学術研
究助成；石井ら）

・在園児の保護者への子育て支援では、保護者への連絡・情報伝達の支援、申
請書等の書き方支援、子どもの理解・子育ての理解の啓発・情報提供、保護者
の孤立予防・つながり支援、園の保育の理解・相談の支援、公的機関とのつな
がり支援、その他さまざまな情報提供等が行われていた。保育園を利用してい
ない世帯への支援はあまりない。○2020年度の厚労省の調査においても、「入
園申し込みまでの課題」、「入園の際の課題」、「卒園の際の課題」があげられ、
手続きや文化的理解、情報伝達に関する難しさがあるとされた

○在園児の支援の事例としては、情報提供や入園前後の支援等

・横浜市立北上飯田保育園（横浜市泉区）

○保育所やこども園の子育て支援の中で、障害児
の子育て支援の実践（サロンや相談機能）を持ち、
ひろばとの連携がある事例

風の谷こども園（市川市）「ホッとスペース」

明徳土気こども園（千葉市）桜ほっとステーショ
ン親子のサロン「こあら」と保護者の集い「こあら
希望の会」＋一時保育なども活用

○学童保育との連携；学童保育を園内に併設す
る

・第2勝田保育園（八千代市）

主な事例主な事例

課題課題

・社会的に国際化が進み、地域により多文化な地域が増えてきている。また、障害児や発達が気にな
る子どもの家庭への支援も必要とされている。実際に保育所等を利用している家庭は、支援の目や手
があるが、利用していない家庭にとっては、専門機関との繋がりがなかったり、つながりも専門機関の
みだったりして、孤立するケースもある。

・さらには、小学校就学以降も継続して見守りができるような継続的な支援も、特に人口減少地域にお
いては必要となる。

主な事例（障害児・その他）主な事例（障害児・その他）調査（外国籍の児童）及び主な事例（外国籍）調査（外国籍の児童）及び主な事例（外国籍）
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人口減少地域における保育所の地域子育て支援について

・千葉県睦沢町；年間約30名前後の新生児が生まれるが、町に１つのこども園、小学校、中学校で連携しながら
育てている。

・千葉県東金市；公立保育所・こども園で共通のカリキュラム（幼稚園含む）を作成し、外部講師を活用した園内研
修を行うなど、質の向上を図っている。令和2年度、園内研修と連携した自己評価を行い公表した。

課題課題

・今後、幼保の統合によるこども園化や公立保育所が維持できないための民営化等が進む。保育所
や幼稚園の数や子育て支援の量・質、専門職の数や業務の内容など、全国一律には判断できない。
いくつかの選択できる制度設計が必要。

・特に保育所は「最も身近な児童福祉施設」であり、様々な子ども関連のセーフティネットの中心となる
べき。
・園と学校、療育、保健等が連携した、“まちの子ども”を、まち全体で、育み、教育し、その子育てを支
え、社会に貢献できる人材を育成する務めがある。
・中でも、保育の入り口となる、保育所（こども園）と一時保育（一時預かり事業）は重要。

主な事例主な事例
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保育士の確保と質の向上

○質の確保の取組み

・横浜市；質の確保のために退職園長を活用し巡回指導を行っている（開設間もない園や希望のある園）。

・東金市；公立保育所・こども園全てに同一の外部講師を入れ、質の確保に努めている

・足立区；保育教育のガイドラインの作成

○実習教育の充実

・実習指導者研修の実施（厚労省・各保育団体）

・保育実習における調査研究（全国保育士養成協議会・全国私立保育園連盟）

課題課題

・これまで、「量の確保」に奔走したが質の確保までは至っていないため、全ての園児が良質の保育環
境を享受していない。保育の場は利用できるが、保育の質は選択できていない。指針の遵守はもとよ
り、質を向上させる園内研修と適切な職場環境作りが必要。ICT化により、研修のための時間を作る必
要がある。

・就職の入り口は、就職フェアや条件面の問題もあるが、保育実習も重要な要素となる。養成校と保
育現場の協働した実習指導と質の高い実習教育及び指導者の養成は不可欠。

主な事例主な事例
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厚生労働省 地域における保育所・保育士等の在り方に関する検討会 第 2回提出資料 

京都教育大学 古賀 松香 

〇香川県善通寺市における保護者の安心を生む保育士の媒介者的役割 

添付資料 

https://www.city.zentsuji.kagawa.jp/uploaded/attachment/11667.pdf 

 

（1） 幼保連携型認定こども園カナン子育てプラザ 21 で行われている子育てホームヘルプサービスの

コーディネート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コーディネーター：主任級、地域子育て支援担当で高い専門性をもつ保育士 

コーディネートの内容：保護者のニーズだけでなく、個々の子どもの特徴とホームヘルパーの特

徴や得意分野等を踏まえた上で、マッチング。 

⇒保護者が安心してサービスを利用することができる支援となっている 

 

（2） 善通寺市立善通寺保育所における地域の保護者等に対する子育て支援と通常保育の連動的運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊現在はコロナ禍で休止している。 

地域の保護者等に対する子育て支援（月に２回 午前中２時間程度）を別スペースで独立させず、

通常保育クラスも開放し、共に受け入れて活動を行う。 

地域の保護者と子どもが受け入れられ過ごす中で、通常の保育所の生活を知る機会となっている。 

人口は減少している地域だが、当保育所は定員超過が続いたため、近年定員増となった。 

子育て支援 

コーディネーター 
ホームヘルパー 子育て家庭 

   通常保育クラスの活動 
地域の子育て家庭 

全保育士・全クラスが地域の親子を受入れ、共に活動 
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〇 京都市における保育士の職域拡大と人材育成 

  背景：平成２４年５月に「市営保育所の今後のあり方に関する基本方針」を策定。 

※保育所に限らず，一時保護施設等，専門的な領域にも人材活用がされていたが，子育てに関

わる様々な行政機関においても保育士としての専門性を活用する。 

  直近の取組：新たな職域も踏まえた保育士の人材育成方法を検討 

 

  京都市で働く保育士 

保育 保育以外の専門的な領域 子育てに関わる行政機関 

保育所 保育所以外の児童福祉施設等 

（児童福祉センター，地域リハビ

リテーション推進センター） 

区役所・支所（保健福祉センター） 

⇒ 子どもや子育てに関する相

談や手続きに一元的に対応 

本庁（子ども若者はぐくみ局） 

⇒ 少子化対策，子どもや子育て

に関する支援・対策を総合的か

つ積極的に推進 

 

 保育士としての専門性が活かせる職場へ職域を拡大 

 

 

職域拡大の事例：各区役所・支所において，学区の担当者として保育士が活躍 

（１）これまでの地域保健活動に，保育士の専門性を融合 

（２）市営保育所における地域子育て支援拠点事業（各保育所に専任の職員を複数名配

置）のノウハウも活かし，各区役所・支所において，保育士も含めた様々な職種と融

合して地域子育て支援ネットワークを構築 

       課題：新たに職域拡大された先での，保育士の専門性を高める研修のあり方 
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ぜんつうじ

子育て応援マップ
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利用者支援事業
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1 2

幼児期ࠄߚߞߥߦ
●必ず受けよう！
　1歳6か月児健診（1歳6～8か月頃）
　3歳児健診（3歳5～7か月頃）
　場所：四国こどもとおとなの医療センター

　受診日の1か月くらい前に案内状をお送りします。

　5歳児健診
　対象：年度内に満5歳になるお子さま
　場所：各幼稚園、保育所、こども園（一部）

地域子育て支援拠点 →P5,6
子育てサークル →P6

妊娠ࠄߚߒ
　市には安心して出産、子育てをしていただく

ためのさまざまなサービスがあります。

●母子健康手帳の交付
　子ども課で妊娠届を出しましょう。母子健康

手帳のほか母子保健ガイドブックなどをお渡し

します。

●妊産婦さんタクシー利用券
　妊娠届出時にタクシー利用券を交付します。

●妊婦一般健康診査、妊婦歯科健康診査
　母子保健ガイドブック内の受診票を使って妊

婦健康診査を受けましょう。

　転入した方、里帰り出産のため県外で受診す

る方は、受診票の交換が必要です。


ࠄߚࠇ߹↢߇ࠎ߾ߜ⿒ᣂ↢児期�
●出生届(市民課)

　生まれた日を含めて14日以内に

届け出をしてください。

●子育て支援医療費助成
　満18歳に達した日以後最初の3月31日までの

児童の医療費が無料となっています。

●児童手当
　0歳から中学校修了前の児童を養育している

方に毎年6月・10月・2月にそれぞれ前月分ま

での手当が支給されます。

●低体重児出生届／未熟児訪問指導
　出生時の体重が2,500ｇ未満の赤ちゃんは、

母子保健ガイドブックに添付されている低体重

児出生届を提出してください。助産師がご家庭

に訪問し、子育ての相談に応じます。

●産婦健康診査
　産後2週間・１か月の時に産婦健康診査を受

けましょう。

●こんにちは赤ちゃん事業
　赤ちゃんの健やかな成長とお母さんが安心し

て育児ができるように、助産師等がご自宅を訪

問して健康相談や子育て相談などを行います。

対象：善通寺市民で生後４か月未満の赤ちゃん   

　　　がいる全てのご家庭

●乳児一般健康診査
　母子保健ガイドブック内の受診票を使って健

診を受けましょう。

　香川県内の医療機関で1歳までに2回無料で

受けられます。

乳児期ࠄߚߞߥߦ
●必ず受けよう！4か月児健診
　場所：安藤医院・中島医院・森医院
　　　　善通寺前田病院・にしかわクリニック
　　　　四国こどもとおとなの医療センター

　受診日の1か月くらい前に案内状をお送りします。

ሶ߽ߤ⺖
善通寺市文京町2-1-1

　母子健康手帳の交
付や、各種相談、教
室を行っています。


ᢎቶࠖ࠹࠾࠲ࡑ 　　　　　　　　ⷐ੍⚂�

　お子さま連れも
大歓迎です。

参加してみよう♪

お出かけしてみよう♪

　参加してみよう♪

児童の年齢

3歳未満

3歳以上小学校修了前

中学生

一律　15,000円

10,000円（第3子以降は15,000円）

一律　10,000円

児童手当の額(1人当たり月額)

参加してみよう♪
ᢎቶߎࠃ߭  　　　　　　　　

　保護者向けの子育て教室
　対象：①年度内に満5歳になるお子さまがいる方
　　　　②就学を翌年にひかえるお子さまがいる方

参加してみよう♪
　　　　　　　　  幼児⋧⺣࡮
⺣⋦幼児㘩࡮⺣⋦޿߬ߞ߅ޓޓޓޓ

　身体測定、保健師・助産師・栄養士の相談
　幼児食紹介
　1歳のお誕生月には絵本や手形のプレゼント
　があります。

੍㒐ធ⒳ߡ޿ߟߦ
　予防接種は赤ちゃんの健康を守る大切な
ものです。予診票は、生後1か月になる月
の中旬〜下旬頃に郵送します。届いたら必
ずよく読んでください。
　子どものインフルエンザ予防接種費用を
1回につき2,000円助成しています。
　　　問合せ：保健課　☎ 0877-63-6308

ࠢ࠶ࡉ࠼ࡦࠞ࠮࡮࠻࡯࠲ࠬࠢ࠶ࡉ
　出生時に2冊、1歳で2冊絵本をプレゼン
トしています。

ᢎቶߊߔߊߔ  　　　　　　　　
　対象：生後6か月まで
　ベビーマッサージ、ベビーヨガ

参加してみよう♪

　　　　　　　　  乳児⋧⺣࡮
⺣⋦㔌乳㘩࡮⺣⋦޿߬ߞ߅�ޓޓޓޓ
　身体測定、保健師・助産師・栄養士の相談
　離乳食紹介

参加してみよう♪

ᢎቶ߹ࠎ߹㧐޿߬ߞ߅  　　　　　　　　
　対象：生後4～12か月頃まで
　離乳食の始め方の実演・試食や助産師におっ
　ぱい相談もできます。

参加してみよう♪

☎0877-63-6365

開催予定は市HPまたはすくすくカレンダーをご覧ください。

参加してみよう♪
　　　　　　　  ሶࠫࡦ࡟ࡖ࠴߽ߤ
対象：3〜6歳の就園児と保護者
この時期に必要な基
礎運動を専門スタッ
フが指導します。親
子で楽しみながら体
力・身体能力を伸ば
しましょう。

Უሶ健ᐽᚻᏭ࡝ࡊࠕ
　妊娠・出産・育児を
記録と情報でサポート
します。

無料ダウンロード→

ߢߜ߁߅ࡦࠗ࡜ࡦࠝ
ሶ⢒ߡ⋧⺣
　ZOOMアプリを使って
自宅から相談できます。

詳しくはこちら→

所得制限限度額以上の方は一律5,000円
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各
種
相
談
・
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援

ሶ6365-63-0877☎ڗ   ޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓ⺖߽ߤ

子育て支援コーディネーター　草薙・間島　
　　　　　☎ 080-3161-0830　support@k-kusu.com
受付時間：月〜金曜日　9:00〜17:00（祝日を除く）
委託先：NPO法人子育てネットくすくす

　子育て家庭のニーズに合わせて、幼稚園・保育所
などの施設や、地域の子育て支援サービスなどから
必要な支援を選択して利用できるように、情報の提
供や個別相談・援助を行っています。

　手当・医療などの手続きのほか、子育て世代包括支援センターとして妊娠期から
切れ目のない支援と、家庭児童相談・女性相談などを行う総合窓口です。子育て家
庭のニーズに合わせて、保育所や子育て支援サービスの情報提供を行っています。

＊子育て支援サービスのご案内

＊子育て応援マップの作成・配布

＊母子保健事業・乳幼児健診での情報提供

＊各種子育て支援サービスとの連絡調整

＊子ども課HPでのイベント紹介

＊訪問・付き添い等支援

子育て支援コーディネーターが必要な子育て

サービスや適切な機関とあなたをつなぐお手

伝いをします。

೑↪⠪支援੐ᬺ
　★子育て支援情報など
　　相談先が分からないとき

　妊娠期から子育て期の

各種支援や相談を行って

います。

　保健師・助産師・管理

栄養士にいつでもお気軽

にご相談ください。

★妊娠期から乳児期の支援や相談
　→　P1,2

★不妊に関する助成や相談

㚅Ꮉ⋵⷏ㇱሶ߽ߤ相談࡯࠲ࡦ࠮
丸亀市土器町東8-526 ☎ 0877-24-3173

㚅Ꮉ⋵ሶ߽ߤᅚᕈ相談࡯࠲ࡦ࠮
高松市西宝町2-6-32 ☎ 087-862-8861

支援੐ᬺߏ߆ࠅࠁ
　不妊治療のうち、特定不妊治療（体外
受精・顕微授精）に要する費用の一部を
助成します。

【不妊・不育症に関する専門的な相談窓口】

㚅Ꮉ⋵ਇᅧ࡮ਇ⢒∝相談࡯࠲ࡦ࠮
　　　　　　　　　　☎ 087-816-1085

　受付時間：毎週月〜金曜日（祝日を除く）

　　　　　   10：00～16：00

【その他の相談窓口】

　ことばや行動など、子どもの
発達で気になることがあればい
つでも相談できます。
　専門のスタッフによる相談や
教室（完全予約制）もあります
のでお電話ください。

★子どもの発達・ことばに関する相談
　→　P13,14

ༀㅢኹᏒ␠ળ⑔␩ද⼏ળ
　 善通寺市文京町2-1-4 ☎ 0877-62-1614
　ベビーシート・チャイルドシート・ジュニア
シート等の貸出を行っています。

★チャイルドシート等の貸出
　福祉自動車貸出、車いす貸出

民生委員・児童委員・主任児童委員

保育所等→P9,10
地域子育て支援拠点→P5,6

★地域の身近な相談役

　スクールカウンセラーが先生・生徒・保護者
と一緒にさまざまな悩みについて考えていきま
す。お子さんの通う学校へお問合せください。

★学童期・思春期の悩み

ዊఽᢇᕆ㔚⹤相談
　看護師等が相談に応じ、今すぐ受診すべきか、

様子をみて大丈夫かアドバイスします。

　局番なしの #8000

　プッシュ回線・携帯電話から利用可

　ダイヤル回線・IP電話からは☎087-823-1588

　相談時間：毎日　19:00〜翌朝8:00

★休日・夜間の急病で受診に迷ったとき

ભᣣᒰ⇟ක
　市広報やホームページでご案内しています。

⁛┙ⴕ᡽ᴺੱ࿖┙∛㒮ᯏ᭴

྾࿖ߩߥߣ߅ߣ߽ߤߎක≮࡯࠲ࡦ࠮
　　夜間の子どもの急な病気やけがに迅速に対
　応してくれます。 ※365日24時間対応
　日中（8:30～17:15）☎0877-62-1000
　夜間（17:15～8:30）／土日祝日（終日）
　　　　　　　　　　  ☎0877-85-7777

ࠫ࡯ࡍࡓ࡯ࡎᢇᕆߩ߽ߤߎ
　http://kodomo-qq.jp/
　診療時間外に病院を受診するか、判断の目安
を提供しています。

★休日・夜間の急病やけがによる受診

࡯࠽࡯ࠦ࠭࡯ࠩࡑ�ਣ੉ࠢ࡯ࡢ࡯ࡠࡂ
　丸亀市中府町1-6-36 ☎ 0877-21-8609
　子育てをしながら就職・転職を希望される方の
就労支援専用窓口です。(お子さま連れでの相談可)

★就職のこと

3 4

★ひとり親家庭への支援・相談
　ひとり親家庭の方が抱えているいろいろな悩みごとの相談や、生活の維持・自立
などを支援する母子父子自立支援員・就労支援員を配置しています。

٨ఽ┬ᛔ㙃ᚻᒰ
　要件を満たすひとり親家庭で18歳に達す
る年度末までの児童を養育している方に支
給されます。

親家庭╬ක≮⾌ഥᚑ೙ᐲࠅߣ٨߭
　ひとり親家庭等の医療費が原則無料になり
ます。（子が満18歳に達する年度末まで）

٨ㆮఽ⑔␩ᐕ㊄
　要件を満たす父または母が死
亡したひとり親家庭の義務教育
修了前の児童に支給されます。

٨Უሶῳሶኦᇚ⑔␩⾗㊄⾉ઃ੐ᬺ
　自立支援と児童福祉を促進するために、
無利子または低利子で資金の貸付を行って
います。

٨Უሶ家庭╬⥄┙支援⛎ઃ㊄੐ᬺ
　養成機関での修業などに対し、給付を行
っています。

支援੐ᬺߡ親家庭╬ሶ⢒ࠅߣ٨߭
　子育てホームヘルプサービスの利用料、
病児・病後児保育の利用料(市内料金)の半
額助成制度があります。

　家庭児童相談員、女性相談員が子ども

とその家族や女性の心配事に関するあら

ゆる相談に応じています。ひとりで悩ま

ず、お電話ください。

★家庭児童相談・女性相談　
　→　子ども課（相談専用）
　　　　　   　　　  ☎ 0877-63-6371
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地
域
子
育
て
支
援
拠
点
・
子
育
て
サ
ー
ク
ル
・
子
ど
も
食
堂

021ᴺੱ子育ߔߊߔߊ࠻࠶ࡀߡ
子育ߡᐢ႐ߔߊߔߊ
善通寺市文京町2-2-2 子ども・家庭支援センター内
（改修中は総合会館）
☎ 0877-64-0580

開設日時 月〜金曜日 10:00〜16:00

相　談　 子育て相談

　　　　 言語聴覚士(月1回)

★子育て情報を交換したり、気軽に悩みを相談でき

るひろばです。スタッフが親子の利用や仲間づくり

をサポートしています。

★開所時間中いつ

来ていつ帰っても

ＯＫ！親子のペー

スで利用できま

す。

地域子育ߡ支援拠点㧒地域子育ߡ支援࡯࠲ࡦ࠮㧙ߩ޿ߤߟᐢ႐㧓地域子育ߡ支援拠点㧒地域子育ߡ支援࡯࠲ࡦ࠮㧙ߩ޿ߤߟᐢ႐㧓

021ᴺੱ子育ߔߊߔߊ࠻࠶ࡀߡ
子ᄞߩኅ
善通寺市金蔵寺町1044-2
☎ 0877-63-0584

開設日時 火〜金曜日 10:00〜16:00

　　　　 土曜日 10:00〜15:00

相　談　 子育て相談、助産師(隔月)

　　　　 コーディネーター、臨床心理士(月1回)

★芝生があり、砂場、ブランコ、鉄棒、すべり台、

乗り物など外でのびのび遊ぶことができます。夏は

水遊びが大人気です。

★地域の方や学生と

の交流も盛んです。

��ࠩ࡜ࡊߡ子育ࡦ࠽ࠞ
地域子育ߡ支援߽߇ࠆ߆�࡯࠲ࡦ࠮
善通寺市生野本町2-16-1
☎ 0877-64-0288

開設日時 月〜土曜日 9:00〜16:30

相　談　 子育て相談

★保育園や幼稚園に通っていない乳幼児のいる在

宅の親子に、遊び場の提供や集える場・くつろげ

る場として園を開放しています。

毎月8日

月1回

休止中

ศේ଻育ᚲ
ศේ地域子育ߡ支援࡯࠲ࡦ࠮
善通寺市吉原町3173-7
☎ 0877-85-5717

開設日時 月〜金曜日 10:00〜16:00

相　談　 子育て相談

★子育てがもっと楽しくなる活動などに安心してい

つでも気軽に参加できます。アットホームな環境の

中で、育児の事や日常のことなど楽しくお話ししま

しょう。

みんなが笑顔に

なれる場所です。

　　　出前保育・出張広場

　　　０歳児親子の集い

　　　子育て支援講座・親向け講座

　　　絵本貸出コーナー

　　　昼食タイム

　　　園庭・外遊び

　　　食についての企画(クッキング・試食・収穫等)

　　　発育測定

　　　音楽に関する企画(リトミック等)　

　　　ボランティア・学生の受け入れ

　　　誕生会

　　　カフェタイム

　　　製作あそび

　　　季節の行事

　　　ホームページあり

　　　その他

子育࡞ࠢ࡯ࠨߡ子育࡞ࠢ࡯ࠨߡ 子߽ߤ食堂子߽ߤ食堂
　未就園児をもつ子育て中のママが地域の方のサポート
のもと活動しています。他校区からの参加も可能です。

　家庭的な雰囲気のもと、幅広い子どもを
対象に食事や学習支援を行う場所です。

主に妊娠期〜就学前の親子がいつでも安心して楽しくゆっくり過ごせ、交流できる場所です。
保育士や子育てアドバイザーが子育てについての相談や情報の提供も行っています。

᧲ㇱ߯ࡉ࡜ࠢࠃ߯ࠃ 食堂ࠅߎߞ߶
善通寺市金蔵寺町1044-2
子夢の家
申し込み
☎0877-64-0580(子育てネットくすくす)

開催日時 毎月1回土曜日17:00〜19:00

ධㇱ଻育ᚲ
ධㇱ地域子育ߡ支援࡯࠲ࡦ࠮
࠼ࡦ࡜ࠕࠦ
善通寺市大麻町1324-2
☎ 0877-62-3751

開設日時 月〜金曜日 10:00〜16:00

相　談　 子育て相談

★子どもはもちろ

ん、お母さんたちも

楽しめる企画がいっ

ぱい♪イベントを通

して親子の交流や情

報交換、お友だちづ

くりのお手伝いをし

ています。

常設

毎日

月1回

随時

月1回

月曜日

年2回

金曜日

年数回 休止中

毎月第3週目
月曜日〜金曜日

年数回 年数回

年数回

常設

休止中

休止中

随時

年数回

年数回

常設

毎日

インスタグラム
Facebookあり休止中

休止中

随時

年数回

火曜日

年数回

休止中

毎日

休止中

休止中

年数回
★親子で集まって一緒に遊んだりおしゃべりをしな

がら交流しましょう。祖父母の参加も歓迎です。年

間行事予定は市HPでもお知らせしています。

╩ጟ߭ࡉ࡜ࠢߎࠃ

★地区社協（民生委員、児童委員等）が仲間づくり

をサポートします。紙芝居や絵本の読み語り、手遊

び歌やリズム遊び、会食などを行っています。

★大学生や地域の方々と一緒に温かい食事
や多世代交流を楽しみます。

おりがみのへや
絵本のひろば

運動あそび
読み聞かせ など

年数回

インスタグラム
Facebookあり
ツインズひろば
NICU親子の会
中学生ふれあい
マタニティひろば

おしゃべり会
多世代交流
地域交流 など

ふれあい遊び
利用者企画

開催頻度の記載がないものは毎月1回行っています。

市HPでも各拠点の行事予定がご覧になれます。

5 6

善通寺市稲木町380-3 
東部公民館等
☎0877-62-1411 (代表 松前)

開催日時 毎月1回木曜日 10:00〜11:30

善通寺市弘田町288
筆岡公民館
☎0877-62-0603（代表 宮川）

開催日時 偶数月の第4土曜日 10:00〜11:30

ࡈ࡯࡝ࠣࡦࡗ
善通寺市善通寺町6丁目10-25
中央公民館
申し込み ☎090-4503-9943(18時以降)
sakura15@manekineko.ne.jp

開催日時 毎月第1土曜日17:00〜19:00

★読み聞かせや、学習支援があります。
　宿題などお持ちください。13



公
園
・
子
ど
も
の
遊
び
場

　天気のいい日は親子で外出するのもいいですね。思
い切り走ったり、遊具で遊んだり…家の中ではできな
いことを楽しみましょう。

ༀㅢኹᏒ᳃ޟ࡞࡯ࡊༀㅢኹ੖ጪߩ㉿ޠᏒ᳃㓸ߩ޿ਐ公園
善通寺市吉原町918-1　☎0877-63-8753
　公園には季節の花が咲き、広くて遊具も充実しています。
トイレや授乳室もあるので赤ちゃんから安心して楽しめます。
子ども向けのイベントや教室も開催しています。

善通寺市金蔵寺町398-6　☎0877-63-3555 (夏場のみ)
　家族で楽しめる大きなプールです。幼児プールをは
じめ波の出るプールや流れるプールが大人気で、少し
大きくなるとウォータースライダーも楽しめます。

㋬ફ߰޿޽ࠇ公園
善通寺市与北町2055-1　☎0877-56-5355
　芝生広場で元気いっぱい体を動かしたり、季節の花
を眺めながら遊歩道の散歩も楽しめます。夜には観測
室にて星空観測もできます。

ᄢ⼱公園 ₺Ⴤጊฎზ公園

ศේᄢᳰߺߥߑߐ公園 ች߇የฎზ公園公園࡮子ߩ߽ߤ遊߮場公園࡮子ߩ߽ߤ遊߮場

ਣጊ߉ࠄߔ߿ᐢ場 ᧄㇹㅢ公園᧲ㇱᳰࡁ೨ࠕࠖ࠹ࡦ࡜ࡏ公園

㚅⦡ጊఽ┬公園 ╩ጟࠕࠖ࠹ࡦ࡜ࡏ公園ศේࠕࠖ࠹ࡦ࡜ࡏ公園

㊁↰㒮ฎზ公園 ᧂ᧪ࠢⷫ��ࠢ࡯ࡄ࡞᳓公園㊄⬿ኹఽ┬公園

┥Ꮉࠕࠖ࠹ࡦ࡜ࡏ公園  ේ↸ఽ┬公園⊞子ఽ┬公園

7 8
※公園の所在地はMAP→P15〜18 をご覧ください。

ༀㅢኹᐫࠖ࠹ࠪ࡯ࡢࡄ ੑ㗡ⷫ᳓公園ᄢᳰߩධ࡮ർ஥遊ᱠ㆏

ఽ┬㙚࡮࿑ᦠ㙚ߤߥ�ఽ┬㙚࡮࿑ᦠ㙚ߤߥ�

߮ߘ޽ࡓ࠭࡝ 　　　　　　
開催日時：毎週火曜日 10:00〜10:45

参加して
みよう♪

場所：善通寺市民体育館 軽運動室

内容：絵本の読み聞かせ

　　　リズムたいそう

　　　親子ふれあい遊び

　　　身体運動　　など

対象：0歳〜就園前の親子

問合せ ☎0877-63-6365 (子ども課)

ༀㅢኹᏒ᧲ේఽ┬㙚

ༀㅢኹᏒ┙࿑ᦠ㙚
ༀㅢኹᏒ᳃ળ㙚ౝ�
善通寺市文京町3-3-1 
☎0877-63-5188
開館時間：9:00〜18:00

　　　　   (7・8月のみ9:00〜19:00)
休館日：毎月末日(土・日・祝は除く)

　　　　年末年始・特別整理期間

善通寺市与北町2870-23

☎0877-62-3224
利用時間：月〜金曜日 9:00〜17:00

14



　　定員　　　受け入れ月齢　　　土曜保育　　　園庭開放　　　地域子育て支援センター→P5

　　一時保育→P10　　　日曜・祝日の保育→P11　　　病児・病後児保育→P11　　　

　　子育て相談　　　ホームページあり

認定こども園・保育所 保
育
所
╬
㱁
一
時
保
育
㱁
私
立
幼
稚
園

　戸外での活動を促し、自然に

多く触れるなかで、友だちとの

関わりを通して考える力・行動

する力・我慢する力を育むよう

取り組んでいます。

　「明るく、たくましく、
集中できる子ども」を保育
目標とし、基本的な生活習
慣や態度、豊かな心情、創
造性を培うような保育を実
施しています。

南部保育所 (私立)
善通寺市大麻町1324-2
☎ 0877-62-3751

保育時間　7:00〜18:00／延長〜19:00

入所についての問合せ：子ども課 ☎0877-63-6365
善通寺市では基準となる保育料から毎月一律4,500円を
減額しています。

9 10

一時保育

私立幼稚園

企業主導型保育事業所 地域型保育事業所

カナン子育てプラザ21「カンガルー組」

対象：生後5か月〜未就学児(市民)

0歳児

1・2歳児

3歳児以上

延長

食事代

1日(8:30〜17:30) 

　  3,000円

　  2,500円

　  2,000円

前後30分につき250円

（半日利用の場合12:30〜13:30）

おやつ含む500円　おやつのみ100円

半日（8:30〜12:30）

　　（13:30〜17:30）

　　1,500円

　　1,300円

　　1,000円

0歳児

1・2歳児

3歳児以上

延長

食事代

1日(8:30〜17:30) 

　  3,000円

　  2,500円

　  2,000円

前後30分につき250円

（半日利用の場合12:30〜13:30）

おやつ含む500円　おやつのみ100円

半日（8:30〜12:30）

　　（13:30〜17:30）

　　1,500円

　　1,300円

　　1,000円

吉原保育所

対象：生後5か月〜未就学児(市民)

南部保育所「なかよし」

対　　象：生後5か月〜未就学児

利用料金： 1日 (8:30〜16:30)   2,000円

　　　　　　※延長30分につき     250円

　　　　　　食事代（おやつ含む）400円

　　　　　   半日については要相談

わくわくチャイルド
対象：生後5か月〜2歳児

保育所等または幼稚園に在園していない未就学児を一時的に預かるサービスです。
事前登録・予約をしてからご利用ください。

月〜土曜日
10:00〜16:00

7:00〜18:00

60名

4か月〜

ポエム保育園
善通寺市中村町1793-1
☎ 0877-85-7101

保育時間　8:00〜18:00

8:00〜18:00

祝日のみ

12名(地域枠4名)

8か月〜2歳児

わくわくチャイルド
善通寺市原田町1496-1
☎ 0877-63-8000

保育時間　8:00〜19:00／延長7:30〜・〜19:30

7:30〜19:30(延長含)10名(地域枠5名)

5か月〜2歳児

善通寺保育所 (公立)
善通寺市善通寺町2069-２
☎ 0877-62-0033

保育時間　7:00〜18:00／延長〜19:00

　家庭的な雰囲気の中、異

年齢や地域の方との交流を

持ちながら保育していま

す。（土づくり・みそづく

り・菊づくり など）

竜川保育所 (公立)
善通寺市原田町289
☎ 0877-62-1210

保育時間　7:00〜18:00／延長〜19:00

　地域に根ざした保育所であ

り、隣の幼稚園と園庭を共有

しています。畑での野菜栽培

やみそづくりなど、いろいろ

な体験を通して豊かな心を育

んでいます。

7:30〜13:00

毎月第1・3木曜日
9:30〜11:0070名

5か月〜

7:30〜18:00

毎月第3金曜日
9:30〜11:0080名

5か月〜

　子どもが将来成長し、社会に関わる時により積

極的にかかわろうとする、心と知恵・生きていく

力、そして豊かな感性と深い愛情をもった人とし

て育つようにと願い、保育をしています。

カナン子育てプラザ21(私立)
善通寺市生野本町2-16-1
☎ 0877-62-3695

保育時間　7:00〜18:00／延長〜20:00

7:00〜18:00

月〜土曜日 
9:00〜16:30135名

3か月〜

　香川短期大学の幼児教育における専門の先生方の協力のも
と、0歳児から就学前の子どもたちが生き生きと活動し自己発
揮できる教育保育を心がけています。人として生きる基礎が培
われる時期に携わる私たちは、子ども自身の力を尊重し、子ど
もの発達過程や心身の状態に応じた環境や援助を心がけ、子ど
もたちが意欲的に活動したり生活できるようにしています。

のぞみこども園 (私立)
善通寺市上吉田町8-7-24
☎ 0877-63-1231

保育時間　7:00〜18:00／延長〜19:00

7:00〜18:00

150名

4か月〜

毎月第2水曜日
10:00〜11:30

　「笑顔いっぱいの子どもを
育てる」子どもたちが安心感
を持って保育所生活が送れる
よう、保育者と子どもとのア
タッチメントを築くことを基
盤として、育児担当の保育に
取り組んでいます。

吉原保育所 (私立)
善通寺市吉原町3173-7
☎ 0877-62-7469

保育時間　7:00〜18:00／延長〜19:00

7:00〜18:00

90名

3か月〜

毎週金曜日
10:30〜12:00

　心と体の成長を願って0歳児から
運動あそびに取り組んでいます。一
人ひとりが、ゆったりと落ち着いて
過ごし、人や物に対して思いやり、
優しさ、感謝の気持ちを持つことが
出来る子どもに育ってくれるよう願
い保育を行っています。

園庭開放　さんさんクラブ
開催日時：

毎月3回木曜日

内容：

10:00〜 週の活動

11:00〜 園庭開放

善通寺聖母幼稚園（私立）
善通寺市上吉田町4-9-24
☎ 0877-62-1087

保育時間　月〜金曜日 8:30〜14:45

45名　　　　　満3歳〜

参加して
みよう♪

預かり保育を平日14:45〜17:45までと春休み

・夏休み・冬休みに実施しています。

0歳児
1・2歳児

延長
食事代

1日(8:00〜19:00) 

　   3,000円
　   2,500円

半日 4時間
(9:00〜13:00) (13:00〜17:00)
　　　 1,500円
　　　 1,300円

前後30分につき500円
おやつ含む500円  おやつのみ100円
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対　象　　幼稚園児・小学生
実施場所　社会福祉法人 千周会  ケアハウスまどか1F
　　　　　　　　　　　  善通寺市原田町1496-1

利用日時

利用料 ・幼稚園児は就労証明等の提出により利用
　料無償となります(給食費別途)

・小学生は就労証明等の提出により利用料
　金は下記の通りとなります。

利用日 利用時間帯

① 学校登校日
・月〜金曜日

放課後〜19:00

② 学校休業日
・土曜日(第1・3)
・春休み・夏休み・冬休み
・振替学校休業日

8:00〜19:00

基本利用料
(月額)

利用日額 教材・おやつ代

18:00以降利用時の
軽食代200円

その他の費用
1,500円

上の表の区分
 ①200円
 ②400円

無料

休
日
保
育
・
病
児
病
後
児
保
育
等　
　
　
　
　
　

公
立
幼
稚
園
・
小
学
校
・
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

病児࡮病後児保育

カナン子育てプラザ21 病児保育室「らっこ」  

  善通寺市生野本町2-16-1 ☎ 0877-62-3695

  月〜金曜日（土・日・祝日等休み）

にしかわクリニック 病児保育室「げんきになあれ」  

 善通寺市木徳町1073-6  ☎ 0877-63-6500

 月〜金曜日(木・土・日・祝日等休み)

対象：〜小学6年生

定員：2名

　　　(病気の種類により

　　　1〜3名に変更あり)

対象：生後5か月〜小学6年生

　　（在宅児も対象。医師の

　　　連絡書が必要）

定員：2名 

対象：〜小学6年生
定員：3〜5名（原則前日の18:00までに電話
　　　予約。当日でも空きがあれば受付可）

小学校

　３歳未満第２子・就学前第３子について病児保育
の利用料（飲食物費・延長料金を除く）が無料とな
ります。ご利用前に子ども課への申請が必要です。

昼食代500円(おやつ代含む)

　病気の回復期又は病気の回復期に至っていないことから、集団保育が困難であり、かつ保護者の勤務等
やむを得ない理由により家庭で保育ができない場合に、一時的に預かるサービスです。

おかだ小児クリニック病児保育「おひさま」  
丸亀市柞原町682-1  ☎ 0877-58-0707
月〜金曜日（土・日・祝日等休み）

病児࡮病後児保育೑↪ᢱήᢱൻ੐ᬺ

　利用施設の窓口では、市外料金(1日分＋1,000
円)となりますが、後日、領収証を子ども課に提
出すると差額1,000円が支給されます。

Ꮢᄖߩ病児࡮病後児保育ࠍ೑↪ࠆߔ႐ว

中央小学校　☎ 0877-62-1616　文京町4-5-1

東部小学校　☎ 0877-62-0703　稲木町450-1

西部小学校　☎ 0877-62-0701　善通寺町1146

南部小学校　☎ 0877-62-0702　生野町2990-1

竜川小学校　☎ 0877-62-0705　原田町306-1

与北小学校　☎ 0877-62-0704　与北町1238

筆岡小学校　☎ 0877-62-0706　中村町1575-2

吉原小学校　☎ 0877-62-0707　吉原町2811

善通寺市内
善通寺市外

延長

その他

　  1日
　2,000円 
　3,000円

前後30分につき250円
(半日利用の場合12：30〜13：30)

昼食代500円(おやつ代含む)

半日
1,000円
1,500円

善通寺市内
善通寺市外

延長

その他

　  1日
　2,000円 
　3,000円

超過30分以上 500円

半日
1,000円
1,500円

昼食代500円(おやつ代含む)
半日利用は昼食代無料

丸亀市内
丸亀市外

延長

その他

なし
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保育時間：１日 (8:30〜17:30)　半日 (8:30〜12:30) (13:30〜17:30)

　  1日
　2,000円 
　3,000円

半日
2,000円
3,000円

休日保育
カナン子育てプラザ21 対象：未就学児(市民)

0歳児

1・2歳児

3歳児以上

延長

1日(8:30〜17:30) 

　  4,000円

　  3,000円

　  2,000円

前後30分につき250円

(半日利用の場合12:30〜13:30)

半日（8:30〜12:30）

　　（13:30〜17:30）

　　2,000円

　　1,500円

　　1,000円

・当日キャンセルした場合、利用料の50％徴収  
・利用料金は当日支払  
・お休み：年末年始(12/31〜1/2)、日曜日が3/31、4/1の場合  
・完全予約制です。金曜日17:00までにお申し込みください。
・昼食、おやつはご持参ください。
・幼稚園児、他保育所からの利用も可能です。

日曜・祝日の保育サービスです。

　善通寺市民の乳幼児から小学3年生(0歳〜9歳)を
もつ保護者のうち、一時的に育児及び家事援助を
必要とする保護者のいる家庭に対して、子育て
ホームヘルパーを派遣するサービスです。

ሶ育ࠬࡆ࡯ࠨࡊ࡞ࡋࡓ࡯ࡎߡ

250円
500円

ひとり親家庭
その他の家庭

１時間
１時間

・事前に顔合わせをします。
・夜間、休日も相談可
・利用者の希望に応じて１時間から利用可
・市外の方はご相談ください。

コーディネート：カナン子育てプラザ21

善通寺市生野本町2-16-1 
☎ 0877-62-3695

公立幼稚園
幼稚園の利用を希望される場合は申込書類を入園
希望幼稚園へご提出ください。

教育総務課  ☎ 0877-63-6326

ࡉ࡜ࠢ࠭࠶ࠠߊࠊߊࠊ

小学↢ࠬ࡞࡯ࠢࠬ࡯࠲ࡈࠕ࡯ࠖ࠺࠲
<5#5�

幼稚園ࠬ࡞࡯ࠢࠬ࡯࠲ࡈࠕ࡯ࠖ࠺࠲
<5#5�

※申込用紙は各幼稚園にあります。

問合せ 教育総務課　☎ 0877-63-6327

　幼稚園・小学校の放課後や学校休業日に保
護者の就労など各家庭の事情によりお子さま
を預かります。

対　象　　幼稚園児

　　　　 （保護者の就労等により保育の必要性

　　　　　  の認定を受けた園児）

実施場所　各幼稚園

利用日時　上記利用日時と同様

利用料　　無償（おやつ代等含む)

申込に必要なもの

　・認印　・就労証明等

対　象　　小学生

実施場所　各小学校（一部は幼稚園）

利用日時

利用料

※8月を除く月は3,000円、8月は6,000円を上限。

※3人目以降 (金額の高い順) の利用料は無償。

申込に必要なもの

　・認印　・就労証明等　・保険料 800円

利用日 利用時間帯

 ① 学校登校日
・月〜金曜日

放課後〜18:30

 ② 学校休業日
・土曜日
・春休み・夏休み・冬休み
・振替学校休業日

7:20〜18:30

対　象　　幼稚園児(保護者の疾病等により

　　　　　家庭での保育が一時的に困難な場合)

実施場所　各幼稚園

利用日時　上記利用日時と同様

利用料

申込に必要なもの

　・認印　・申請添付書類 (場合により必要)

　上の表の区分 ①400円 ②800円

　（おやつ代等含む）

幼稚園৻ᤨ㗍ࠅ߆੐ᬺ

中央幼稚園　☎ 0877-62-0708　文京町4-5-3

東部幼稚園　☎ 0877-62-4240　稲木町380-3

西部幼稚園　☎ 0877-63-0155　善通寺町1146

南部幼稚園　☎ 0877-63-0156　生野町2880-1

竜川幼稚園　☎ 0877-62-0948　原田町290

与北幼稚園　☎ 0877-63-0157　与北町1240-1

筆岡幼稚園　☎ 0877-63-0158　中村町1581-1

吉原幼稚園　☎ 0877-63-0159　吉原町1617

月〜金曜日 8:30~14:30

　※一時的に家庭保育が困難な方は要相談。　

　料金は基本利用料10,000円、利用日額 (①200円
　②400円)、教材・おやつ代100円／日となります。

申込に必要なもの

　・認印 ・保険料800円 (全員対象) ・就労証明等

　※竜川小学校・幼稚園はお迎えにお伺いします。
　上記以外の学校等へのお迎えはご相談ください。

問合せ・申込 ☎ 0877-63-8000 (日野)
　　　　　　

基本利用料(月額) 利用日額(おやつ代等含む)

 1,500円 上の表の区分①200円 ②400円
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子
ど
も
の
成
長
・
発
達
支
援
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
支
援

　子どもは、成長のステップを積み重ねながら大人になっていきます。
　大人になるまでの時期、子どもの成長変化も大きく、幼稚園・学校などの集団生活や家庭生活で、子
どもが生活環境の変化に対応できにくい時期に遭遇することがあります。原因は、子どもの状態によっ
て違いがあるものです。
　子どもが大人になるまでの大切な時期、家庭の果たす役割は重要であると言えます。子どもや家庭が
抱える問題や課題に対して、家庭だけで抱え込まないように、子どもと家庭の変化に合わせて具体的な
解決策が得られるような相談機関等の活用を積極的に考えましょう。
　例：年齢相応の対人関係が築けない、発達の問題、発達障害、親子関係、家庭生活の問題、進路や将来の不安等

੃ᐜఽᦼ ఽ┬ᦼ ᕁᤐᦼ 㕍ᐕᦼ
保育園・幼稚園の頃 小学生の頃 中学生の頃 高校生の頃 社会人・大学・短大等

྾࿖ቇ㒮ᄢቇ子߽ߤኅᐸ⋧⺣ቶ (0877-62-2111 野崎研究室:内線360)  発達相談、子育て相談 ※要予約

㚅Ꮉ⋵ਛ⼝଻ஜ⑔␩੐ോᚲ 　(0877-24-9963)  子育て相談

障害のある方やその家族の生活相談　 (0877-64-0705) 　ߣߞࠄ߰࡯࠲ࡦ࠮⠪↢ᵴ支援޿߇߁ࠂߒ

㚅Ꮉ⋵⷏ㇱ子(3173-24-0877)　࡯࠲ࡦ࠮⺣⋦߽ߤ 　子育ての心配や不安、不登校など

⁛┙ⴕ᡽ᴺੱ࿖┙∛㒮ᯏ᭴
྾࿖ߩߥߣ߅ߣ߽ߤߎක≮࡯࠲ࡦ࠮　(代表：0877-62-1000)

㚅Ꮉ⋵発達障ኂ⠪支援࡯࠲ࡦ࠮
発達障害についての相談と支援（個人・機関どちらでも可）  (087-866-6001)　ࠊ߇߆ࠬࡊ࡞ࠕ

021ᴺੱ
同じ親の立場で子育て相談  (080-2978-8304)　ࠊ߇߆࡯࠲ࡦࡔ࠻ࡦ࡟ࠕࡍ

ෘ↢ഭ௛⋭ᆔ⸤੐ᬺ⧯⠪ዞഭ支援
(0877-58-1080) ࠬ࡜ࡊ࡮࠹ࠬࡐࠨ㧙ࡦ࡚ࠪ࡯࠹ࠬ࠻࡯ࡐࠨ⠪⧯߈ߧߐ

　15歳〜49歳の無業状態の若者の就労支援

 �ༀㅢኹ㙃⼔ቇᩞౝ(0877-62-7631) 教育相談、就学、進学相談など࡯࠲ࡦ࠮⺣⋦ߩߛࠄ߆ߣࠈߎߎ

ༀㅢኹᏒ 
窓口・電話相談：子ども課(0877-63-6365)　　 家庭児童相談(0877-63-6371)　 社会福祉課(0877-63-6339)

子ども発達相談　月1回完全予約制（予約は子ども課へ）ことばの遅れや子どもの気になる行動など

ことばの相談　月2回完全予約制（予約は子ども課へ）ことばの発達や発音が気になるなど

メロディ教室　2か月に1回完全予約制（予約は子ども課へ）　親子での遊びを通してお子さんのことばを育てる

ワンポイント

子ߩ߽ߤ成長࡮発達支援

○忘れ物が多い　○コミュニケーションが苦手　○落ち着きがない　○集団で活動することが苦手
○課題などに集中して取り組むことが苦手　　○予定外のことがあるとパニックになる
○文字を覚えるのが苦手　　○こだわりが強い　…など
　子どもの気になる部分があったら、上記の相談機関などに相談をしてみましょう。
　日ごろから家庭などで注意して関わることで、子どもの成長を高めることができます。

子ߥࠎߎߩ߽ߤⴕേߦ᳇ࠍࠅ߆߇ᗵࠄߚߓ子ߥࠎߎߩ߽ߤⴕേߦ᳇ࠍࠅ߆߇ᗵࠄߚߓ

ߣߞࠄ߰�࡯࠲ࡦ࠮⠪↢ᵴ支援޿߇߁ࠂߒޓ
　障がいのある方やその家族の地域におけ
る生活を支援するため、専門の相談員が必
要な情報の提供やサービスの利用支援など
を行います。

　善通寺市文京町2-1-4
　☎ 0877-64-0705

ߔߊߔߊ�支援੐ᬺᚲ⺣⋦ޓ
　障がいのあるお子さんが障害児通所支援
事業等の福祉サービスを利用するための利
用計画を作成したり、一定期間ごとにモニ
タリング等の支援を行います。

　善通寺市与北町556
　☎ 0877-43-6001

　発達障害とその周辺児を育てる親の会  ほめまる

　発達障害についての勉強会の開催や、同
じ立場の親同士で情報交換し支え合うため
の活動をしています。

　 ☎ 090-9555-9068（代表 平山）
　 http://homemaru.web.fc2.com/
　 homemaru@hotmail.co.jp

　NPO法人ペアレントメンターかがわ

　発達に心配のある子どもを育ててきた親が
子育ての不安や悩みを一緒に考えます。

　 ☎ 080-2978-8304
　 http://www.pmentor-kagawa.org
　 nakama@pmentor-kagawa.org

発達ߩ᳇ࠆߥߦ子ࠍ߽ߤᜬⷫߟ子ߩ支援

障ࠆ޽ߩ޿߇子ߩ߽߳ߤ支援

ఽ┬発達支援ޓ
　障がいのある未就学児を対象にして、日常

生活に必要な動作や知識を指導したり、集団

生活に必要な適応訓練を行ったりします。

ࠬࡆ࡯ࠨࠗ࠺╬᡼⺖ᓟޓ
　就学中の障がいのある児童を対象にして、

放課後や夏休みなどの長期休暇中に、生活

能力向上のための訓練や、地域社会との交

流促進などを行います。

　NPO法人子育てネットくすくす
　すまいる（児童発達支援・放課後等デイサービス）
　善通寺市文京町2-2-2 子ども・家庭支援センター内
　（改修中は総合会館）
　 ☎ 0877-64-0570

　すてっぷ（放課後等デイサービス）
　善通寺市与北町556
　 ☎ 0877-63-0560

　NPO法人エール
　ぴこり（児童発達支援・放課後等デイサービス）
　善通寺市上吉田町2-5-9
　 ☎ 0877-43-2300
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⺣⋦ߩ߫ߣߎ

子߽ߤ発達⋧⺣
　子どもの発達や行動の気がかりなど、香
川県西部子ども相談センターの先生による
相談です。

問合せ・予約：子ども課保健師
　　　　　　　☎ 0877-63-6365

　子ども(3歳児〜就学前)のことばの遅れや
発音が気になる方に言語聴覚士による相談
です。

毎月1回(要予約)

毎月2回(要予約)

障ኂఽ⑔␩ᚻᒰ
　日常生活において常時介護を必要とする
20歳未満の在宅の重度障がい児に支給され
る手当です。（支給要件があります。）
手当月額：14,880円
　　　　　 (R3年4月現在)

․೎ఽ┬ᛔ㙃ᚻᒰ
　20歳未満の、中程度以上の障がいのある
児童を監護している父・母もしくは養育者
に支給される手当です。（支給要件があり
ます。）
手当月額：1級　52,500円
　　　　　2級　34,970円
　　　　　 (R3年4月現在)

申請についての問合せ：
社会福祉課 ☎ 0877-63-6339

善通寺市心身障害児(者)父母の会
　 ☎ 090-7620-0661（代表 吉崎）

善通寺地域訓練会
　 ☎ 090-1579-2547（代表 松原）

参加してみよう♪
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人口減少地域における
保育所等の今後の事例

令和３年６月28日

坂﨑 隆浩

社会福祉法人 清隆厚生会 理事長

幼保連携型認定こども園こども園ひがしどおり園長

(社会福祉法人 日本保育協会 理事)
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事例１
機関連携が功を奏した望ましい事例
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【園の概況】

• 定 員 数：平成24年度当初220人➡現在175人(入園数157人で定員割れ続く)

• 入 園 数：平成24年度当初 最大240人(村の就学前の７割弱入園)

令和４年度想定140人台と年間100名削減状態にある。

※今年度より３歳以上児３クラスが２クラス制になり、現在部屋としては空き教室が３つある。

• 保 育 料 ：令和２年度から０歳児から完全無償化となった。３歳以上児のバス運営は村が行っている。

• 苦 情 解 決 ：平成24年度より苦情解決第三者委員の設定。同年より園独自に運営協議会を設置。

• 教 育 ・ 保 育 ：平成24年度当初保育所型認定こども園

➡平成27年度幼保連携型(完全なる小学校との連携)

※教育長・小学校校長等アプローチカリキュラム等作成など小・中学校及び所管の教育委員会と三位

一体で教育・保育を進めている。

• 福 祉 の 充 実：学校医(村診療所)と密接なる連携（満５歳児健診(学級としては４歳児の)等、看護師分の人件費補填）

• 小学校との連携 ：中学校も含め、連携会議に年６回程度参加。

• 法人（園内）研修 ：他の１法人と連携して、開設２年前から年５～６回程度の研修を行って、12年目を迎える。

園外研修の充実も図っている。

• 施設関係者評価 ：学校評価として平成27年度より実施。評価委員会設定。

• 外 部 監 査 ：平成27年度より実施。(それまで年度末決算のみだったものを毎月の外部監査とした)

• 公 開 保 育 ：平成30年度より４年続けて実施(内１回は全県に公開150名参観)

• 児童発達支援事業：必要な資格を取らせるとともに、研修会を法人で開催している。

法人では他地区に本年度中途に開始する予定である。

23



【園の概況及び今後の予定】

• 0-1平成24年度園開設当初より子育て支援センター開設。最大時年間延人数4,000人超え

• 0-2虐待・不登校・保護者支援などの教育長・小中学校校長との会議毎月開催を立ち上げ

• 0-3園より村に対して要保護児童対策協議会を要望して協議会を立ち上げ

• 0-4昨年度コロナ対応でオンライン子育ても開始

• 1-1 来年度４月１日より児童発達支援事業を空き教室を活用して行う。

• 1-2 来年度より５年以内に病後児保育を同上で行う。

• 1-3 来年度より５年以内に放課後デイサービスを同上で行う。

※１）今後小学校における村運営の学童保育については実施依頼される可能性が高いが、金額的に事業として

成り立たないので要検討となっている。

※２）一時保育や支援センターではない、就労によらない村独自の未就園児の新たな保育使用が可能かを、

   村当局と相談する予定である。(就労によらず園に週1回でも通える仕組みの導入)

   ➡「保育を必要とする人」が保育を使えるモデル事業等を人口減少地域から行うべきである。(13事業対象)

※３）連携推進法人による災害・研修・事業展開等を他の法人と模索中である。

平成24年に村内公立９施設を統合し、 １村１園の乳児施設建設を民設民営方式の社会福祉法人に依頼。建築から法人が支援して園舎や園庭を

構築。村では建物・土地の無償貸与等、現状は運営も含め公私連携に近く、村当局及び保護者、消防、商工会など村ぐるみで応援をしている。

建物は小中学校と渡り廊下で繋がっており、村のコンセプト「保幼小中一貫教育」を建物的にも体現している。現在、０歳からの保育料無償化もあり

村の就学前の子どもの９割近くが入園しており、この10年間青森県40市町村中、出生率は４位と比較的高い。

(当然ながらコロナ禍も含め、日祝祭日年末年始を除いた臨時休園は１回も無い)しかし、開設より10年の経過に伴い園児数の減少で空き教室等も

確実に増えている。これらを鑑み、現在の建物を利用した新たなワンストップでの事業展開は必至であると考え、村と協議してこの5年間にて

事業を整備する方向であり、上記のような計画に至っている。
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【園の周辺状況】

人口減少地域にあるが、村(担当部署は教育委員会)・地域・法人施設が一緒になり、子育て支
援に取り組んでいる。

当施設は現在10年目の節目の年であり、開設当初より特に乳幼 児期の教育には力を入れて
おり、現在も公開保育等の更なる充実を図っている。

村の要望(児童発達支援関係など)による空き教室活用の事業等の展開が来年度より予定され
ている。近い将来、虐待予防も含め、就労によらない入園の仕組みを検討予定である。

今後、人口減少は更に厳しい状況になると考えられるが、村及び地域の基本的コンセプトは保
幼小中一貫教育であり、乳幼児期からの子育て支援及び教育・保育がその出発点であるとともに、
村の未来・希望を担っている。
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【当該地域における制度要望】

人口減少地域における乳幼児保育施設の空き教室等を活
用したワンストップ型の事業展開によって保育士等の活用
(雇用維持)の仕組みを導入する。

又、これらがスムーズに進むように国及び都道府県が財源
的にもバックアップする仕組みを創設すべきである。
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事例２
存続の可否を迫られている事例
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【園の概況】

・１町１村により合併したN町の旧K村１村１園公立の民間委託を受け７年目となる。

・人口減少が厳しい地域だが、当園開設に伴い、N町は保育料全額無償化にし、 そのことにより一時的ではある

が法人の予想よりも遥かに出産数が増えた。

・しかし、コロナの影響もあると思うが、旧K村(人口2,500人)の令和２年度からの出生数は１名である。

・地域の方々には「地域の消滅について」その都度話してきたが、中々理解を得られない状況にある。

・又、地域に小中学校が新しく建設されており、その際に乳幼児も入る仕組みを提言したが、難しいという判断で

あった。

旧K村の保護者・地域には教育・保育の面では大きな評価を受けているが、園舎の土地・建物の無償賃貸条件
が10年（令和６年度）であり、電気灯油代などの維持費を考えると運営の断念を法人内で協議している。
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【園の概況及び今後の予想】

年度 在園児数（予想） 備考

平成27年度 60人 園舎は90人対応。民設民営で運営

令和３年度
38人（5歳児8人．4歳児7人．3歳児12人．
2歳児5人．1歳児6人．0歳児0人

・給食外部委託 子育て支援センター廃止
・保育教諭法人内異動、パート職員雇用廃止
・教頭・主幹保育教諭を中途より法人内異動予定

令和４年度 32人(０歳児２名入園と仮定) ・認定こども園から保育所へ転換予定

令和５年度 27人(０歳児２名入園と仮定) ・園長を法人内異動予定(保育所園長不在/減算)

令和６年度 17入(０歳児２名入園と仮定) ・この年度に民設民営を廃止するか検討中

令和７年度 14人(０歳児２名入園と仮定)

令和８年度 12入(０歳児２名入園と仮定)
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【当該地域における制度要望】

当園から、合併したN町の中心地に行くまでに車で山を越え30分程度だが、冬
場は雪の為、中心地に行くのは厳しい地域である。乳幼児期の子どもを通わせる
のはどうかと考える。

そうであれば、令和7年度以降も地域で出来る仕組みを考えてもらいたい。私の
社会福祉法人ではそれが出来ないのが今の保育制度の現状である。

人口減少地域における社会福祉法人による乳幼児保育施設の返還と保育の
撤退を自治体に提言すると共に、是非とも公立施設復活又は村社会福祉協議会
等による乳幼児期施設の在り方を町として考えていただきたい。
又その時への国・県等のバックアップも検討願いたい。
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２つの事例も踏まえて、人口減少地域、孤立、多様なニーズ等を検討するにあたり
前提条件として次の３点を要望したい。

１．現在の課題に対しても検討願いたい。
１点目は中長期の課題ばかりで無く、差し迫った現在の課題をどうするかについて検討が必要と

考える。中長期との論点と分けて検討すべきである。

２．市町村及び都道府県に対して保育計画等の実施責任を持たせるべきである。
２点目は保育の実施主体である市町村と広域調整を行う都道府県に今後の保育計画等の実施

責任を持たせる必要がある。令和７年には待機児童が相当解消されることを考えると、その後の人
口減少に伴う地域の保育計画とその実施は一刻も早く考えるべきであり、その為の計画作成は必
須と思う。

３．最早就労を中心とした保育の必要性に着目するのは限界が来ている。
子育て世帯の孤立化や子どもの発達障がいから救う手立てとしてモデル事業を早期に立ち上げ、

進めるべきである。

※（別紙）令和２年度 第20回健やか親子２１推進協議会総会議事録（抜粋）参照
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令和２年度 第20回健やか親子２１推進協議会総会議事録（抜粋）

（別紙）

現状、早期発見に関与するシステムや機関としては、乳幼児健診や保育所、幼稚園等の保育教育機関、さらに医療機関があります。これらの領域で、子ど
もに関わる専門職者が早期発見から支援に至る見通しを十分に持ち、それを親と共有して、親子を支援していくことが重要だと考えられます。特に、本年度
の取組では、子どもの発達支援と親支援に関わる第１次支援者として、保育者に着目しています。取組内容としては、保育所や幼稚園等の現場で、発達障
害と思われる子ども、あるいは気になる子どもを支援する際の留意点等を簡潔に提示するリーフレットを制作、広報し、保育者に配布することによって、早期
発見、早期支援に関わる保育者の支援につなげることを意図しています。つまり、支援者を支援することによって、さらに子どもたちと保護者への有効な支援
を展開できればと考えています。

リーフレットの構成や内容は検討中ですが、発達障害についての基礎的な知識や、保育者が発達を確認するポイント、接し方や対応のポイント、発達障害
の可能性を認めた際の対応、さらに就学に向けた支援まで、未就学段階での早期発見からの一連の見通しを提示する内容にしたいと考えています。来年度
の早い段階で広報できるように、関係者間で調整を図り、さらに検討を進めたいと思っています。以上です。よろしくお願いします。

〇健やか親子 21 推進協議会 会長
ありがとうございます。発達障害にはいろいろな角度から取り組んでいますが、保健の立場からすると、保育や幼稚園、こども園等からの支援も非常に重要

になってくると思います。 （略）

〇『妊産婦のメンタルヘルスケア』担当委員
ありがとうございます。現状、発達障害の早期発見現場として乳幼児健診も機能していると思いますが、保護者と子どもに関わる日常生活の場として、保育

所、幼稚園、こども園等の中で、有効な支援を展開できると、さらに日常の中で寄り添うことも可能ですし、発見か ら医療や療育につながるなど、さまざまな
一連の動きの中で、適宜、心理的な支援も含めて 展開できます。また、保育士を支援することは、発達障害を巡る親子支援の中で非常に重要な視点だと考
えています。そのため、今回、このような検討を進めています。

〇健やか親子 21 推進協議会 会長
ありがとうございます。2016 年頃に、保育協会が全国の保育園を調査して、過半数の保育所にいろいろな課題のある子どもがいるという調査結果がありま

した。３分の１が自閉症で、他には知的障害の子どもや視覚、聴覚に課題のある子どももいました。それで言うと、 やはり発達障害、特に自閉症の負荷が大
きいかという調査結果でした。そういった保育者に、 少しでも支援ができることは非常に大事だと、私も思います。リーフレットを先ほどと同程度の時期にまと
めていただければと思います。よろしくお願いします。
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第２回地域における保育所・保育士等の在り方に関する検討会

事例紹介
2021年6月16日提出

NPO法人子育てひろば全国連絡協議会

副理事長　坂本純子

検討会が掲げる中長期的課題
①人口減少地域等において、保育所の利用児童が減少する中で、既存の施設規模の縮小などの検討が求めら

れる

②地域で孤立する子育て世帯が見られる中で、保育所や保育士の専門性を活かした支援が考えられる

③多様なニーズを抱えた子ども・家庭への支援の重要性・必要性が高まり支援の強化が求められること

④今後、生産年齢人口が減少していく中で、保育ニーズに応え、利用者に安心を与える保育士の確保が求め

られること

地域子育て支援拠点事業の実践的な立場から、下記の意見を提出いたします。

1. 　課題①において、カナダなど北米で実践されているEarly Years Centreによる所管地区への

「アウトリーチ」やニュージーランドの過疎地保育の代替機能として実践されている保護者に

よる協働保育「プレイセンター」などの事例を参考にした対応策の検討を提案したい。広大な

国土や保育所整備が途上にある国では、日本の現状と共通する保育課題を抱えている。

　「プレイセンター」は北海道恵庭市での実践の歴史があり、日本プレイセンター協会が普及

に取り組んでおり、活動中のプレイセンターとして20団体がホームページで紹介されている。

　加えて、日本型の協働保育プログラムとして地域子育て支援拠点での実施を前提に開発さ

れ、健やか親子21でも紹介された支え合いの子育て「なかまほいく」は既に6万人を超える親

子が利用している。

2. 　課題②③④において、課題解決策を保育所・保育士だけに求めるのは現実的ではない、との

意見が第１回検討委員会で相次ぎ、地域子育て支援の現場からも同意するところである。

　人口減少地域で、縮小を余儀なくされる保育環境下で、限られた地域資源とマンパワーを活

用し、少数でありながらも多様な保育・子育てニーズに対応するには、まず子育て家庭の利用

者に寄り添い、状況を把握し、限られた地域資源を柔軟に活用する対応策づくりと、そのス

ムーズな提供が、一連で展開されるソーシャルワーク的な支援が前提となる。

　こうした支援に近似の事業として、利用者支援事業の整備が基礎自治体で推進されている。

　人口減少地域においては、子育て家庭に最も身近な存在として活動し得る「利用者支援事業

基本型」の役割や機能の拡充・強化による対策を、現実的な方向として提案したい。

　現在、利用者支援事業は、子育て支援センターや子育てひろばなどの地域子育て支援拠点事

業で実施する基本型のほかに特定型と母子保健型があるが、「利用者支援」と「地域支援」の

双方の業務を必須とし、これらを連携させる支援が実施要綱に規定され、実践されているのは

「基本型」のみである。

　人口減少地域では、少数でありながらも、子育て家庭の幅広い保育・子育てニーズに対応す

る総合的かつ柔軟な支援が求められることから、基本型以外の特定型と母子保健型では、その

機能に偏りがある。現在、利用者支援事業基本型の約半数が、子育て家庭に最も身近な地域子

育て支援拠点で展開されていることも、現実的な方策を考える上の利点である。

　保育士のソーシャルワークや地域子育て支援が、保育所においても期待されているものの、

支援対象に親を含む子育て支援やコミュニティ・ベースでの展開やアウトリーチは、保育の専

門性を超えた業務と捉える傾向も未だ根強い。

　こうしたことから、保育所機能の一部ではなく、独立した地域子育て支援拠点事業と一体で

展開される基本型の利用者支援事業の機能拡充・強化による課題解決の道を探ることを、有効

な策と考える。

　以上
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相模原市の公立園の再編について
平成１８年と１９年に合併した津久井地域（旧４町）では、児童数の
減少、施設の老朽化、一部では土砂災害警戒区域に指定されているこ
とから、次のとおり再編を行っている。

• 令和２年４月 青根児童保育園を廃止し、青野原保育園に統合
• 令和３年４月 鳥屋児童保育園の休園
• 令和４年４月 千木良保育園を廃止し、相模湖こども園に統合
• 令和５年４月 日連保育園とふじの幼稚園を廃止し、（仮称）藤野

こども園を設置
• 令和５年４月 城山幼稚園を廃止
• 令和８年４月 城山中央保育園、城山西部保育園を廃止し、城山幼

稚園跡地に（仮称）城山保育園を新設

36



医療的ケア児・家族支援法について
• 令和３年６月１１日に「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する
法律」が成立

• 医療的ケアとは、「人工呼吸器による呼吸管理、喀痰吸引その他医療行
為」と定義された（同法第２条第１項）

• 基本理念として、医療的ケア児及びその家族に対する支援は、医療的ケア
児の日常生活及び社会生活を社会全体で支えることを旨として行わなけれ
ばならない（同法第３条第１項）

• 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、自主的か
つ主体的に、医療的ケア児及びその家族に対する支援に係る施策を実施す
る責務を有する（同法第５条）

• 保育所の設置者等は、基本理念にのっとり、設置する保育所等に在籍して
いる医療的ケア児に対し、適切な支援を行う責務を有する（同法第６条第
１項）

• 保育所の設置者等は、設置する保育所等に在籍している医療的ケア児が適
切な医療的ケアその他の支援を受けられるようにするため、看護師等の配
置その他必要な措置を講ずるものとする（同法第９条第２項）
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相模原市の医療的ケア児の受入れ状況について
【現状】
• 保育所では、５施設で６人を受入れ
喀痰吸引１人、経管栄養３人、酸素管理１人、血糖測定１人

• 市立医療型児童発達支援センターでは、８人を受入れ
• 昨年度実施した実態調査では、医療的ケアが必要な未就学児は３７人
• 本年４月１日現在の待機児童４人のほとんどは医療的ケア児
• 療育機関よりも保育所を希望する保護者が増えてきている

【対応策】
• 本年度中に「医療的ケア児の受入れに関するガイドライン」を策定予定中
• 市立保育所と市立医療型児童発達支援センターの連携による、保育と療育
の一体的な提供について、検討に着手
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多様な事業者の参入促進・能力活用事業について

•幼児教育・保育の無償化の対象外となっている、幼稚園に該当
しない類似施設等を利用する児童の保護者を対象に、本年度か
ら、自治体のいわゆる手上げ方式による給付事業を開始

•制度の周知が本年２月からのため、相模原市では、現在、国
（文部科学省）が示した基準に加え、保護者が活動に参加して
いる場合の従業員としての取扱いなど、市独自の基準を検討中

•今後、市子ども・子育て会議の意見を伺い、補正予算での対応
を予定
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第2回 地域における保育所・保育士等の在り方に関する検討会         令和3年6月28日（月）10時～12時 

意見資料：金沢星稜大学 開 仁志 

１．保育所の役割  

待機児童対策 → 人口減少時代 量から質へ 世話から教育へ → エデュケアへ 

                地域の親子・家庭 孤立化 地域で支える 

                ※0，1，2歳 虐待件数が多い →  0，1，2歳の（妊娠、出産、育児初期）の支え 

①子育ては家庭の役割（母親の役割）→②保育所が肩代わり（家庭養育の補完）→ ③地域（社会）で子育てをする 

しかし、少子高齢化が進み、高齢化対策が中心の議題に、大人中心、経済優先、施策へ 子育て意識・ノウハウの喪失 

家庭、地域に子どもがいない、見えない、子どもの存在が身近なものではなくなる 

  地域に子どもがいるという存在意識の有無 見えるとかわいい、つながりを感じる、何かできることがあると感じる 

 

  親世代の課題 孤立化（核家族、一人親）、父（パートナー）や実父母や舅姑に頼れない、同居したくない、相談したく

ない、頼りたくない 

         ダブルケア（子育て、介護）と仕事のトリプル負担 

子育て経験（乳幼児期の子どもと関わる経験）の不足、情報の氾濫、偏り 

ICTの活用（HPではなくSNS（ハッシュタグ検索等）） ※親世代に伝わる、つながる方法が必要 

子どもに対する意識（過保護、過干渉、溺愛、嫌悪、無関心、手が回らず負担、言うことを聞かない） 

祖父母世代の課題 ずっと現役、元気な方も増えているが、自分の孫の存在（遠い）、孤立、祖父母の力を生かせない 

       頼られっぱなしだと大変（実子）、子ども・子育てに関する知識のアップデート問題 

祖父母の距離感の多様性が認められない、育児の成功者などはいない 

地域の課題 下請け（大人の都合で保育所の子どもに地域の行事で踊り、作品展示、施設への慰問（発表）等の依頼増） 

→ 子どもの育ち、子育てに関する主体的な取り組みの見極め・活動の厳選 

地域人材活用 地域の一員として（市民教育） 子どもを中心に地域（住民）がつながっていくコミュニ

ティ（必要感） 

子どもの意見の反映の課題 子どもの意見を反映できてない 親世代の施策への関心、参加意欲の向上 

             子どもの権利条約 意見表明権 子どもの意見を言う場の機会 

             子どもを一人の市民として、認め、参加 

             子ども、保護者、子育てに優しい社会のために代弁 保育士 

社会に保育士が意見、保育士がコーディネート（情報提供、とりまとめ） 

 

論点1：保育所の地域資源ネットワークの中の位置づけ 有機的に連携（つなぐ役割）は必要。しかし、全ての機能を集

約して担うべきか、ワンストップ窓口とするか、ネットワークの中心的ハブか。実際は課題があるのではないか（全国一

律でそのような役割・機能を果たせるか、必要なのか。地域の特性に応じた制度設計が重要）。保育士がネットワークを作

るのか、作れるのか、有機的連携をするための中心的な役割を担う新たな人材確保や制度設計が必要ではないか） 

論点2：保育所だからこそできる、できやすい役割・保育所の特性の明確化 ほとんどの人が経験しイメージできる施設、

乳幼児の同世代子ども集団・子育て世代の存在、専門性をもった保育士等の存在、生活の場 

論点3：様々な人々（子ども同士、子どもと大人、大人同士）が語り・関わり合う場 乳幼児、親世代、祖父母世代、地

域の方が子どもを中心としてよりよい社会づくりに向けてつながりをもつことができることが重要 

論点4：子どものアドボケーターとしての役割の明確化 少子高齢化で、特に過疎地域では子どもが圧倒的な少数派 

 

２．保育士の役割 

①保育士、保育所だけが子ども、子育てに関する正しい専門的知識・技術を持っているというとらわれからの脱却の課題 

 固定化・統一化されたマニュアルやカリキュラムにとらわれ、正しい子育て・保育を全国どこでも同じように受けられる

といった考えではなく、地域や園、子どもや保護者の特性に合わせ、自分たちで考え、実践し、学び続けることのできる意

識の高い保育士へ 

②保護者、地域が子ども、子育てについて関心を持ち、参加意識をもつための課題 

少なくとも関心をもち、必要な情報に気軽にアクセス、支援を受けることができることから始め、徐々に主体的にかかわ

りたい、参加、参画したいと思うことにつなげていく 

保育士資格を持たない人も子どもに対する基本的な意識・知識をもち関わりたい、関わることができる、子ども・子育て

に関して共に喜び、実感、自信をもって前に進めるようにするために保育所・保育士がコーディネート、マネジメント 

③ハイリスクアプローチというより（対症療法）、ポピュレーションアプローチに保育士が力を発揮（予防） 

 保育士を目指す学生の意識（虐待、障がい、外国籍等への対応への関心も高いが、根底に人を好き、子どもが好き、愛し

たい） 多様性、共生、ダイバーシティの在り方を保育所という生活の場で、保育士がモデルとなる 

41



④保育所保育士ならではの専門性 

診断・指導より、援助・支援をメインに ウエルビーイングを目指す 受容と共感、肯定的 

 1対1（孤立）ではなく個別的対応支援、集団（関係性）や生活（社会の中で子ども同士、子どもと大人同士が育ち合う）

の中で一人一人が大切にされる保育・教育 

⑤保育士の存在を、子どもの育ちや保護者の子育てを後押しする専門家、地域が子どもに優しくなるための社会づくりの専

門家として地位向上 

 研究してます、研修を受けています（見えない、わかりにくい）→ 子ども、子育てに対して意見を述べる、サポートを

することを様々な場で 

 小学校、中学校、高等学校の家庭科における保育関連内容（家庭、家族、乳幼児、子どもの育ち、子育て）に関して保育

士との連携（講師派遣含む）を推進 生活、総合等とも連携 

 ＜家庭科の変遷＞ 昔：女子だけ受講、家に兄弟が多く子守について学習  

現在：男子も女子も受講、家に小さい子がいないことが多い、家庭全般、乳幼児の発達について学習 

  しかし、被服、食物専門の内容・教員が中心だった歴史（学習指導要領の変遷も関係） 保育はマイナー領域 

 ＜保護者になって直面する高いハードル＞ 

  子どもが生まれて突然子ども、子育てに直面しなくてはいけない、今まで関心、実感、必要感もなかった 

  経験もない、子どもの発達がわからない、自分が小さい時を覚えていない 知識ではなく、知恵、体験、実感が必要 

  親の気持ちがわからない（子育てのやりがい、喜び、大変さ、悩み）一番初めに出会う我が子は乳幼児 

  どこに頼ればよいかわからない、つながりがわからない  

母親が一番頼るのは配偶者（父）。だが頼れない（男性が父となること、子ども・子育てについて家庭でも学校でも学ぶ

機会が無く、子育てに関して求めてこられなかった、除外されがちだったため経験が無い） 

ヤングケアラー問題、虐待問題等では子ども、家族によい印象が持ちにくい 

 ＜0～18歳までの子どもに一貫して関わる専門家、＞ 

保育士は、乳幼児、保護者に日々関わっている、専門家である、出会いをコーディネートできる、保護者になった時に

一番身近な存在である 0，1，2 歳の親子の孤立、虐待、虐待死リスクを予防 ハイリスクの状態になる前に、SOS が出

せ、つながることができる、居場所があると感じられる、冷静な時にリスクマネージメント 乳幼児期、児童（学童）期、

放課後児童、小・中・高校（家庭科）、大学（保育士養成等）での連携）18歳＋αまで一貫的にかかわっていける存在 

  妊娠、出産してから学ぶのではなく、また、子どもをもつ・もたないに関わらず、全ての人が人生の中で自分の発達、

育ちを考え、子ども、子育てを含んだ人生設計（なんらかの形でかかわることができる）をしていけるようにサポート              

論点1：保育士の専門性の明確化 他の専門家との違いを明確化 保育士は、子どもの育ち、子育ての現実と直面しなが

ら日々生活の中で子どもと保護者と共に成長し続けることのできる存在（例：保育士は生活総合性の専門性、医師は特定

目的性の専門性）：他専門家の専門性と違いを整理 乳児保育・病児病後児保育における看護師の役割、初等教育（満3歳

～小学校）における幼稚園教諭の役割（保育士・保育教諭も幼児教育を担う）、療育における理学療法士・作業療法士・言

語聴覚士の役割、虐待等相談援助における社会福祉士の役割、保健師・助産師（フィンランドのネウボラ等）の役割等 

論点2：保育所保育士の専門性の明確化 保育所における保育士の専門性と他施設・地域での保育士の専門性の共通点と

違い ハイリスクアプローチの専門家かポピュレーションアプローチの専門家か 

論点3：保育所保育士の職域拡大の前に、本来業務の質向上が優先事項 本来の業務に取り組むための時間や場を保障さ

れないまま、職域拡大を求められ、上位・他資格免許の取得が任用資格やキャリアアップのための必要条件となっていく

と、ハードルを上げ、混乱と負担感を招き、本来業務における質の低下と就労を目指す者の減少、離職率増加につながる。

特に地方の保育士養成校では上位・他資格免許取得に必要となる科目を担当できる教員の不足が深刻（現場研修でも同

様）、上位・他資格免許取得が追加で求められると対応できない養成校が続出する可能性、若者が地元に進学・就職せず都

会へ流出（人口減少、地域格差の増大）。 

※主体的な取り組みはこの限りではないが、正職となり処遇改善のためキャリアアップ研修受講や認定こども園化に伴う

教員免許状更新講習受講が負担で離職する者の存在 

論点4：保育士に対する社会における認識・位置づけの向上 子ども・子育て・社会づくりの専門家として認知されるた

めの機会や場づくり（家庭科等による学校教育への位置づけ※保育教諭も視野）、子どものアドボケーター 

＜要望＞ 

①ハイリスクへの対処方法や仕組みづくりは大変重要であるが、ハイリスクを生み出す根本的な原因に対して社会全体とし

てどう取り組むかの論議につながっていくことを願う（愛着、信頼関係の形成は乳幼児期にとどまらず小学校就学以降も大

きな課題、持続可能な社会づくりとして） 

②保育所や保育士の在り方を検討するにあたり、当事者である保育所の保育士の参画が必要と考える、保育士自身の声が反

映されることを願う。保育所や保育士が余剰になったから他の業務も担わせる、また、担うことができるかというと、そこ

には大きなハードルと専門性の乖離が存在する。余剰になったなら、やっと子ども一人一人を大切にして、丁寧に保護者と

かかわることができる保育の本来業務の質の高さを目指すことができると考えるべき（保育士配置最低基準の見直しも含め） 
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■保育所等再編の必要性 

 １．老朽施設の更新 ２．児童数の減少 ３．私立幼稚園運営継続への不安 ４．保育所運営に係る財政負担の増大 
■全町的な枠組みでの再編検討 

  児童数の減少が避けられない中、効率的な運営を求める公立保育所と、教諭不足等による運営継続への不安を持ちながら町内で唯

一１号認定児童の受け皿となっている私立幼稚園双方の課題を公私連携による認定こども園の設置により解消し、町内において将来

にわたり幼児教育・保育が提供できる環境を維持することを目的として検討。 
■湧別町保育所等再編のイメージ 

 
 
 
 
 
 
 
                                       ※定員数、実数は基本方針策定時Ｒ２年７月の数値 
                                       ※     統合後の教育・保育施設 
 
        

■公私連携による保育所等再配置に期待する効果 

  １．教諭・保育士不足の解消、効率的な配置 ２．民営化による財政措置の活用 ３．将来にわたる幼児教育・保育の環境維持 
■公私連携による民営化の課題 
  １．保護者にとっては、民営化後も公立と同じ教育・保育内容、経費負担との認識。 
  ２．民間の特徴を生かしながらも準公立的な位置づけでの運営調整が必要。 

湧別保育所 
定員 120 実数 65 

芭露保育所 
定員 45 実数 25 

認定こども園 
（保育所型）  

湧別地区 

湧別町保育所等再編の全体像 

 

 

 
 

幼保連携型 
認定こども園 
定員 120 人規模 

統廃合 

上湧別地区 

 

中湧別保育所 
定員 90 実数 52 

上湧別保育所 
定員 90 実数 31 

開盛保育所 
休止中 

私立幼稚園 
定員 35 実数 27 民営化 公私連携  
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厚生労働省  地域における保育所・保育士等の在り方に関する検討会  第 2 回資料  

東京家政大学  堀科  

 

現在、わが国には各地域に保育所等があり、保育が必要な子ども・家庭のみならず、保

育士等の専門的な技術を社会的な資源として活かしていくことを考えることには重要な意

味がある。また、地域には孤立している子育て家庭があり、こうした家庭は支援の機会を

顕在的にまた潜在的にも望んでいるという実情がある。専門的知見と技術を有する保育者

と地域の子育て家庭をつなげていく仕組みを考えることは、保育者の専門性を活かすため

にもまた子育てを支えるためにも有効なことと考える。これまでの取り組みの中でも、こ

うしたマッチングの試みがあり、子育ての時期に応じた各事業は充実しているものの、こ

うした事業が連続性のもとにあるか、また子育て家庭に周知されているかという点につい

ては課題が大きい。こうした支援を実現するためには、まず保育所と子育て家庭がつなが

ること、さらには自治体の横の連携が大切である。  

 

１ .石川県マイ保育園登録制度を例に考える  

本稿では、一部の自治体で広がっている「マイ保育園登録制度」について検証する。先

駆的な取り組みには石川県の「マイ保育園登録制度」があり、本県では、2005 年度より本

制度がスタートし、現在では金沢市を除く 18 市町で実施されている。実施状況の分析につ

いては、津田・木村ら（ 2010 年）の報告があるが、報告から 10 年が経過していることも

あり、現在の取り組みの実態について石川県の保育者（保育所・認定こども園）から聞き

取りをした。  

                  図いしかわエンゼルプラン 2020 より  
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(1)マイ保育園の利用状況  

園や年度により違いはあるものの、毎年 30 園～ 50 園程度の登録、週に 1，2 回の利用で

年間 30 園ほどである。ほとんどが一時預かり利用である。登録すると一時預かり無料チケ

ットが 3 枚（回） 1 日 4 時間利用できる仕組みがある。  

 

（ 2）マイ保育園を実践した上での利点について  

①一時預かり利用  

・ほとんどが一時預かり利用であり、保護者がリフレッシュしている様子がある。  

・一度利用することで、継続的な利用申し込みにつながる。  

②育児相談・情報収集の機会となる  

・未就園児の保護者が保育園、こども園の情報を直接現場から知ることができる。  

・育児相談ができ、その施設の利用者同士の横のつながりができる。  

③入園や施設を知る  

・園に足を運びやすい。  ・入園につながる。  ・入園に関する相談がある。  

・初めて子育てする保護者にとっては身近に園を感じられる  

・保育園やこども園の様子を見ることができる。  

 

（ 3）マイ保育園の課題  

①周知の方法  

・制度が浸透していないからか、知らない家庭も多い。一時預かりに来てマイ保育園のこ

とを知る人もいた (平成 30 年度利用登録率 62.8％石川県 2020)。  

②職員不足  

・園の支援センター、一時預かり担当職員の負担が大きくなることから、一日に預かれる

人数が制限されてしまう。  

③預かり利用以外の活用がされていない  

・無料で預かり保育を利用することに価値を見出すことが多く、他の利用方法（育児相談

や施設見学、その他の企画など）を周知されにくい。  

④入園メリットが目的となる  

・入園につながる期待が利用動機となっており、本来的なマイ保育園の目的には合致して

いないケースがある。なお、公立保育所では直接的な入園にはつながらないことから、ほ

とんど利用がなかったとケースも報告されている。  

 

(4)実践例  

 本制度における保育者の視点を通した実践例を下記に紹介する。  

事例①園開放に遊びに来た親子で、母親が子どもに関わる様子を見ていましたが気に

なり声をかけました。色々と世間話をしながらも母親が、一人で子育てに悩む話が出

てきました。アパートの一室で親子が過ごすことに限界もあるようで、引き続き園開

放へ誘いました。また、マイ保育園登録も勧め気軽に様々な利用ができる事を知らせ

ると、迷いもなく登録されました。子育てに迷い、悩み、相談できるところが少ない

母親にとっては、救いのようでした。  
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事例②マイ保育園登録をすると、３回まで無料の一時保育預かりができることは全

ての登録者の方の大きな魅力でありました。入園と共に登録がきれる為、入園が決ま

った方は、その日が来る前に使い切ろうと駆け込みのように利用申請をする様子が

ありました。本来の利用の意図には沿わないように残念でありました。もう少し、意

図に沿って、子ども達に還元される利用として周知していけたらと思いました。その

反面、母親のリフレッシュになる、密室の孤育てになりそうな親子では母親以外の大

人とのふれあいを経験できる、保育者とふれあうことで子どもの育ちを共有し、良い

方向へとつなげるなどの姿もありました。  

 

事例③園開放では、マイ保育園登録者限定の企画を通年で取り入れました。そこでは

同じ顔触れが集まり、一緒に楽しむことで母親同士、子ども同士で関わりが深まり、

リピーターとしてつながりになりました。  

 

2.総括：  

(1)一時預かりの利用が多い  

 マイ保育園利用については、地域差はあるものの、よく利

用されている印象であり、子育て家庭への一定の利点はある

様子である。一時預かりを中心にしたリフレッシュで使われ

るケースが多いということでその実態は津田・木村ら（ 2010

年）の大規模調査の報告とも一致しており、調査から 10 年が

経過しても状況は変わっていないようである。園で用意して

いる取り組みが、一時預かり以外には認知されていないこと

もあり、そうした利用以外は浸透していないとの報告もあ

る。一方、一時預かりを通して園や育児相談、母親同士の

交流につながるケースもある。  

 

(2)職員配置の課題  

担当する職員については、職員配置の問題もあり、一日に利用できる人数を制限せざる

を得ないとのことでもある。一方で、利用者がいない日もあるなど、稼働状況が予測でき

ない問題もあり、主任やフリー、一時保育担当職員が対応している実態があるなど、職員

配置を継続的に保障することの難しさがある。こうした体制の不安定さは職員の負担感な

どの増大につながることも予測され、さらには処遇改善などの課題もはらみ、その仕組み

を検討する必要がある。  

 

(3)保護者（主に母親）の拠り所として  

マイ保育園の利用を通し、育児情報が得られることや入園情報、また保育園などの施設

に触れるきっかけとなっている様子が伺えた。保護者にとっては、子どもの育ちを共有で

き、また子どもの育ちの視点が得られる専門家（保育者）との交流により、子育ての知見

が得られる。子どもにとっても母親との密な一対一関係になり得る状況から、母親以外の

大人に触れられる経験となっている。  

〈２．引用・参考文献〉  

石川県  いしかわエンゼルプラン 2020 

利用者の支援の利用状況（津田ら 2 010）  
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https://www.pref. ishikawa.lg. jp/kodomoseisaku/angelplan2020/documents/angelplan2020_gaiyou

.pdf  

津田朗子  木村留美子「A 県における「マイ保育園」制度を中心とした子育て支援の検討」小児

保健研究  2010 年 69 巻 3 号  

https://www.ucon-i . jp/newsite/j igyou/chiikikadai/chiikikadai_pdf/h19chiikikadai3.pdf  

Ｈ市Ａこども園  Ｎ市Ｂ保育所  Ｋ市Ｃこども園  Ｋ市Ｄ保育所  主任保育者・主幹保育教諭から

の報告   

 

３．検討課題として  

 地域における保育所・保育士等の在り方を考える際の一例として、石川県で長く実施さ

れている「マイ保育園登録制度」の実態から考えられることとして、下記のように整理し

た。  

(1)子育て家庭への制度利用の周知方法～横の連携の重要性  

 保育所等の子育て支援については、一時保育利用で初めて制度の実態を知るケースがあ

り、子育て家庭への制度利用の周知については検討する必要がある。子育て家庭は、地域

の家庭が保育所を利用するモデルケースなどを具体的に示す必要がある。例えば、「新生児

訪問事業」「乳児家庭全戸訪問事業」などとの連携により、積極的に保育所の活用を推進す

るなどが考えられる。並びに保健センター事業、子育て支援事業との連携の在り方も検討

する必要がある。自治体の横の連携が必須の課題である。さらに登録手続きについては利

用者に委ねられていることからも、孤立家庭への支援は別途検討する必要がある。  

(2)利用する保育所等の登録園の選定と入園との関連について  

 利用する園の登録については、希望の園が選択できる仕組みが望ましいが、都市部で保

育所等が多いケースの場合、特徴的な園に集中するケースが想定される。また、入園につ

ながることを期待し、入園のためのバイパス的な目的になることも懸念される。地域利用

と入園との関連については地域の実態によって、明確な指針を示す必要がある。  

(3)保育者に対するケア～メンタリング・保育臨床の推進  

保育者の負担感の増大への懸念については、既述のとおりである。 さらに、利用者数が

日ごとに異なり、保育者の人員配置が左右される点は課題である。子育て家庭を支えるた

めの保育者スキルについても保育者の経験値や個人の裁量に委ねられている実態がある。

こうした保育者へのケアとして、保育者の余裕ある人員配置に併せ、保育臨床システムの

構築は必須である。自治体によっては、巡回相談の取り組みとして、子ども理解を介した

間接的に保育者を支えるシステムが構築されている。保育者が保育の悩みや子育て家庭へ

の支援のあり方を相談できる仕組みとして、メンタリングシステム或いは保育臨床の仕組

みを検討する必要がある。  

（ 4）地域の実態に合わせた取り組み  

職員の人員配置における課題は、子育て支援センターやひろばなどの稼働の課題とも近

似しており、これらの施設のこれまでの実践の工夫について調査すると共に、地域資源の

一つとして、保育所との連携を検討していくことも提案したい。また、都市部である金沢

市は「マイ保育園」を実施していないこともあり、都市圏における援用には課題は多い。

一方、地域によっては利用が少ないケースもあり、こうした状況をふまえ、地域の実態に

合わせた取り組みを検討していく必要がある。  
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「保育園・認定こども園における

地域貢献事業」

社会福祉法人信光園 若江こども園

施設長 森田信司

～大阪府における取り組み～
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組織概要

組織名

「大阪府社会福祉協議会 保育部会」

大阪府下の

民間認可保育園・認定こども園で組織

会員数 729園 （2021年5月現在）
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「保育園・認定こども園における地域貢献員（スマイルサポーター）」とは

◇大阪府社会福祉協議会・保育部会の民間保育園・認定こども園（

以下、保育園等）が「悩んだ時は、保育園が力になります」を合

言葉に大阪府知事認定の「地域貢献支援員（スマイルサポーター

）」を配置（H19～ ※府知事認定H21～）

◇子育て相談に加え、子育て相談以外の介護や病気、ＤＶなど様々

な悩みや問題を抱えた方々への相談活動や支援、行政の担当窓口

や専門機関への橋渡しなど問題解決に向けた取組みを行っている
◇府内729の会員保育園等の88％（約646ヶ所）に配置、累計2,561人

（R3年5月時点）を認定。R1年度の相談実績では、年間約2万3千件の

相談のうち、約15％は保育・子育て以外（生活・就労、虐待相談など）の

相談に対応している。

保育園
地域

地域

相談

相談

関係機関

関係機関

つなぎ

つなぎ

発見・支援

地域貢献支援員
（ｽﾏｲﾙｻﾎﾟｰﾀｰ）

連携
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沿革

地域の一員として

ソーシャルワークの視点が必要

 核家族化

 地域社会の崩壊

 自治会組織などの組織力の低下

 近所づきあいなど、つながりの希薄化

近年よく言われることですが･･･

孤立する家庭の増加
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「保育園・認定こども園における地域貢献事業（スマイルサポーター）」の沿革

◆大阪の子育て支援活動「育児相談員制度」の始まり

○昭和57年「育児についての女性の意識調査」（府内の女性1万人対象）

○設問「保育所機能をさらに充実していくとすれば？」へ寄せられた声

・希望する時期に入所できるようにする

・障がい児保育を積極的にする

・子育ての悩みや相談に応じてほしい

○昭和59年「でんわ育児相談」スタート

・当時の電話番号は･･･「06-764-1152（なろうよ、いいこに）」

・毎週月曜日（10時～16時）

・カウンセリング研修を受講した相談員8人が2人ずつ交代で対応

◆大阪の子育て支援活動「育児相談員」への発展

○「でんわ育児相談事業」の6年間の経験を活かし、平成2年から

各園での子育て支援アドバイザー「育児相談員」の相談事業へ発展

○「育児相談員養成研修」がスタート

○平成10年より大阪府の認定を受ける

この声に
なんとか応えたい！
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「保育園・認定こども園における地域貢献事業（スマイルサポーター）」の沿革

◆大阪の子育て支援活動「保育園・認定こども園における地域貢献事業」

○平成19年「育児相談員の活動状況に関する調査」

・育児相談で「保育・子育て以外」の課題がありましたか？

➢ 過半数（52％）が「ある」と回答（ある195件、なし156件）

・育児相談で保育・子育て以外でどんな課題がありましたか？

➢ 経済的課題、障がい、高齢（介護）など多数の課題があった

・調査結果より、子育て以外の課題が山積していることが判明

➢ 課題解決の一端を保育園が担えるのではないか？

○セーフティネットとして機能する保育園の可能性

・気軽に訪問できる場所

・府内約500ヶ所（当時）の民間保育園

・開所時間が長い

・地域において場所も既知

○事業を進めるにあたって、

「地域貢献支援員（スマイルサポーター）」の養成を開始

・既存の「育児相談員」の養成研修課程に様々な制度、社会資源の知

識などを習得する研修を追加。幅広い相談業務への対応力をつける

・平成21年度より大阪知事認定資格となる。

『保育園における

地域貢献事業』の検討
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相談件数について

令和元年度上半期・下半期の間で何件の相談を受けましたか？

総数23,415件/上半期293か園回答、下半期212か園回答

27
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11
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令和元年度上半期・下半期実績調査より

保育・子育て

85%

保育・子育て以外

15%

相談件数の内訳

3,402件

20,013件
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令和元年度上半期・下半期実績調査より
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〔保育園における地域貢献事業〕記録様式 

No.１   

初回面談日：平成 23年○月 1日（火） 

 

事例 No．1    

対象者 

フリガナ ホイク ハナコ 

相談者氏名 ○○ 太郎 
氏名  保育 花子 （ 男 ・ 女 ） 

生年 

月日 

□明治 □大正 ☑昭和 □平成     ××年 ×月×日 生 ××歳 

紹介者 

紹介経路 
 △△小学校教諭 

住所 

〒111-1111 

○○市○○町○○-○○ 

電 話 11-1111-1111 

携 帯 090-2222-2222 

主たる

支援 

協力者 

フリガナ オオサカ ハナエ 

氏名   大阪 花江 

電 話 33-3333-3333 

対象者との

関係 
実母 

相談者種別 

（複数☑可） 

☑育児・保育  □高齢・介護  □母子・寡婦  □身体障がい 

□知的障がい  □精神障がい  ☑ＤＶ  □虐待 □傷病 

□生活保護（□受給中 □申請中） □就労・失業 

□その他（             ） 

世帯状況 

□独居 □母子（父子）世帯 □夫婦のみ（内縁含） ☑親子世帯 

□高齢者世帯 □友人・知人宅 

□その他（                 ） 

紹介 

内容 

△△小学校教諭を通じて紹介。 

同小学校で配布した地域貢献事業の PR リーフレットを見た対象者本人が相

談。夫より DV を受けている。子への影響も考え、夫との距離を取りたいがど

うしたよいかわからない。 

当面の

対応 
本人から DVを受けている状況を聞き、市の家庭児童相談室を紹介する。 

 

〔支援経過記録〕 

No.2 

事例 No． 1  

日 付 援助経過内容 

 

○月 1日 

 

 

 

 

 

 

○月 5日 

 

 

 

 

 

○月 15日 

 

 

 

 

○月 20日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○月 25日 

 

△△小学校教諭より、地域貢献事業を知り、相談をしたいという女性

がいるとの連絡。 

スマイルサポーターが本人より電話にて事情を聴き、市の家庭児童相

談室を紹介。後日、スマイルサポーターが同行し、家庭児童相談室へ面

談に行くこととなった（スマイルサポーターより同室へアポイントをとる）。 

 

 

市の家庭児童相談室にスマイルサポーターが同行。同室の相談員を

交えて面談を行う。一時保護など、必要に応じて関係機関と連携・協力し

ながら支援できる体制があることについて助言。 

本人は少し落ち着いたようで、帰宅することとなった。 

 

 

家庭児童相談室に本人だけで相談に訪れる。本人より夫を交えて、面

談をしてほしいと依頼を受ける。後日、夫とスマイルサポーターを交え

て、面談を行うこととなった。 

 

 

保育園にて、本人、夫、家庭児童相談室、スマイルサポーターの四者

で面談。本人から夫に対し、精神的にダメージを受けている旨を伝える。 

スマイルサポーターから、母が殴られているところを子どもが見ること

により、大きな影響を受け、成長や発達に支障をきたす恐れがある旨を

伝える。 

夫は妻に対し、精神的ダメージを与えていること、本人からの訴えにつ

いて納得したようで、今後は改めることを約束し、面談を終える。 

本人にはその後の夫の様子について、後日報告してもらうよう約束を

する。 

 

 

その後の夫の様子について報告を受ける。民生委員による見守り活

動を受けることについて進める。本人の同意を得たことにより、社会福祉

協議会を通じて、民生委員を紹介する。 
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〔支援終結記録〕 

No.3 

事例 No． 1   

支援前後の

本人の変化 

支援前は無気力な状態で、感情があまりないような様子であったが、

四者での面談後は、少し表情が明るくなったようである。第三者が関わ

ることにより、安心して夫に話ができたようで、その後の面談時には気

持ちも落ち着いた様子であった。 

残された 

課題 

今後の方向性 

（複数可） 

□生活保護 □福祉制度利用 □就労支援 □施設入所 

□家族関係支援 

☑その他（ 民生委員による見守り活動を行う ） 

四者面談で夫は納得し、今後は改めることを約束したものの、再発

する可能性がある。 

終結理由 

DV の再発の可能性があるものの、最終面談の本人の様子など伺っ

たところ、気持ちも落ち着いた様子であったため。 

また、民生委員の見守り活動により、その後の経過を見守ることとな

ったため。 

連携した 

機関等 

☑行政（保育・児童担当） □行政（生活保護担当） □行政（その他） 

☑学校 □警察 □病院 □嘱託医 □保健所・保健センター 

□子ども家庭センター（児童相談所） □社会福祉施設 ☑社会福祉協議会 

☑民生委員・児童委員 □老人福祉施設ＣＳＷ（※） 

□いきいきネットＣＳＷ（※）  □大阪府社協社会貢献支援員 

□その他（                 ） 

※ 「ＣＳＷ」＝コミュニティソーシャルワーカー 

※ 「老人福祉施設ＣＳＷ」＝老人福祉施設が配置する社会貢献事業の総合生活相談員。 

※ 「いきいきネットＣＳＷ」＝中学校区等の単位で設置する「いきいきネット相談支援センター」（行政、社協、施

設など）に配置。 61



事例１（地域との協働）

 最終的には地域の民生児童委員に引き継ぎ、

見守り活動を続けていただくことで終結した

事例

 施設だけでは限界がある

 セーフティネットをより細かくするためにも

普段から地域との情報共有と協働が必要
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事例２（現状と課題）

 園のスマイルサポーターに相談があったのは生後1か

月の赤ちゃんを抱える若年夫婦からだった。

 妻が出産前にかかった病気の治療費等で借金があり、

その借金を払うために携帯サイトで物品を購入して

は転売し、現金を用意する日々。購入代金は携帯代

金に合わせて請求が来るが、それも払えず滞納中。

 夫は新しく携帯電話の販売促進の仕事をはじめたが、

仕事に必要な携帯は止められそうになっている。

 このままでは生活も成り立たず借金を支払う目処を

立て、家族三人での生活を実現させたいというもの

でした。二人とも近隣に頼れる身内もおらず支援は

期待できない。
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事例２（現状と課題）

 園で乳児の対応はできるものの経済的な問題

に解決が見いだせない

 園から地域の生活困窮者レスキュー事業相談

員のいる老人施設へつなぐ。公的援助の申請

と共に園からは緊急的に必要な子ども服やオ

ムツを現物支給。

 公的支援が始まるまでの緊急援助として電話

代と医療費に7万5千円が基金から支給された。

 その後、夫婦は生活を再建しつつあり、現在

も園が母親の育児支援を続けている。
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活動紹介①

地域（園）と多職種とのネットワークを活かした支援事例（DV）

②
社会貢献支援員がスマイル

サポーターに支援を相談

① DVを受け、着の身着のまま

避難してきた親子のケース

④ 園の保護者にも呼び掛けて

地域ぐるみで支援

③
高齢者施設CSWと連携
（母親と子どもの支援）

連携
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活動紹介②

在園児と家族、世帯全体の支援事例（母子世帯）

②
市役所からスマイルサポー

ターに支援を相談

① 市役所に「公共料金の支払

いができない」と相談があっ

た母子世帯のケース

④ 母親の精神的な支え、在園児

や兄弟の世帯全体の見守り

③
関係機関と一緒に訪問
（公共料金の支払いなど）

訪問
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活動紹介③

生活困窮に陥った方への支援事例（男性単身者）

②
園に駐在する社会貢献支援員と

スマイルサポーターで支援活動に

① 市役所に「仕事と住まいを失っ

た。お金が無く病院の受診もで

きない」と男性から相談

④ 新しい住居での生活が始まり頑

張ろうとする立ち上がりを支える

③
社会貢献支援員と訪問
（食材支援、制度利用、住居支援など）

訪問
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活動紹介④
生活困窮に陥った方への支援事例（母子世帯）

②

スマイルサポーター、社会貢献支援

員、児童支援期間、小学校との支援

の連携と共有（カンファレンス）

① 関係機関から「電気が止まって

いる。食べ物もお金もない世帯

の支援に協力してほしいと相談

④ 転居後、就労により生活が安定

家族の暮らしの立て直しを支える

③
母親と子どもの生活の変化と見守り訪問
（公共料金支払い、食材支援、転居支援など）

訪問
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➢ 大阪における社会福祉事業の先駆的実践の歴史

➢ 最近の全国に先駆けた取り組み

◇老人施設部会

「社会貢献事業（生活困窮者レスキュー事業）」※H16～

◇保育部会

「保育園における地域貢献事業（スマイルサポーター）」
※H19～（府知事認定H21～）

昨今の社会福祉法人をめぐる議論への対応と、社会経済情勢の変化に伴
い拡大・増加している制度の狭間の生活困窮など様々な生活課題を抱え

る人々のニーズに応えるため、平成２７年度から「大阪しあわせネット
ワーク（オール大阪の社会福祉法人による社会貢献事業）」を展開。

大阪しあわせネットワーク 実施に至る背景
～オール大阪の社会福祉法人による社会貢献事業～
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大阪しあわせネットワーク 趣旨・目的
～オール大阪の社会福祉法人による社会貢献事業～

昨今の社会経済情勢の変化等により、孤立や孤独死、ひきこもり、虐待・家庭内暴力、自殺、

生活困窮など厳しい生活・福祉課題が広がっています。 また、こうした課題に対して、既存

の制度では対応ができない“制度の狭間”の生活困窮も生じています。
大阪府社会福祉協議会は、大阪府内すべての社会福祉法人（福祉施設）とともに、“社会福祉

法人の使命”として、こうした課題に向き合い、それぞれの特徴や強みを活かした様々な支援

事業を“オール大阪”で展開し、ひとりひとりのしあわせを支えます。

事業紹介
パンフ中

面
より
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生活困窮者レスキュー事業

経済的援助（現物給付）の実施

生活困窮世

帯

10万円を限度とした現物給付

スマイル・サポーター
社会貢献支援

員

地域住民からの寄付物品を活用した物品支援

理事長・園長が判

断

家賃・ガス・

電気・水道な

ど

公的な支援制度
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社会福祉法人が有する機能（福祉専門職員や福祉施設の活用など）を活かし、社会参加・生
きがい支援、居場所づくり、中間的就労、障がい者等の就労支援、子育て支援、困窮世帯の
児童に対する学習支援など、各社会福祉法人（福祉施設）において既に取り組まれてきた事
業等を広く発信するとともに、それぞれの特性や強みを活かした実践を開発・展開する。

社会福祉法人（施設）の強みを活かした
様々な地域貢献事業の実施

＜家計相談支援＞

家計のやりくりがうまくできない、

日常生活におけるお金の管理等

について一緒に考え、アドバ

イスをします。

＜社会参加・生きがい支援＞

社会のために何か役にたてることをしたい

という当事者や地域の方と一緒に

ボランティア等を通じて社会参加や

生きがいづくりを支援します。

＜就労支援・中間的就労＞

障がい等により様々な配慮が必要な方、経験不
足等で就職が決まらない方など、

働きたいのに働けないすべての

人の就労をサポートします。

＜居場所づくり＞

会話できるが人なく、孤立している人やコミュニケ
ーションが苦手な人も気軽に

立ち寄ることができる、

安心できる居場所を担います。

＜子どもの学習等支援＞

親の経済的な理由で学習の機会がない、

家に学習できる環境がない･･･などの

子どもたちの学びの機会や安心できる

場の提供をします。

＜保育園における地域貢献事業

（スマイルサポーター）＞

育児、家庭、病気、介護など、保育園の

「地域貢献支援員（スマイルサポーター）」が

相談に応じ、制度・サービスにつなぎます。

＜様々な地域貢献事業の取り組みの例＞
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まとめ

育児相談、地域貢献事業（社会貢献事業）は

特別な事業を始めるという感覚ではありません

でした。

今まで行ってきた子育て支援の視点から、何が

必要か？

地域や社会に求められていることに応えてきた

結果です。

『困ったときは保育園・認定こども園へ！』
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